
2.関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡
平成 17年度発掘調査概要

はじめに

関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡の発掘調査は、独立行政法人都市再生機構の依頼を受

けて継続して実施してきている。平成17年度は、内田山遺跡・内田山古墳群と、上人ヶ平 5号墳

の2地点で発掘調査を実施した。

内田山遺跡および内田山古墳群は、京都府相楽郡木津町大字木津小字内田山に所在する。過去、

平成11 ・ 1 2 ・ 14~ 16年度に請益を実施している 。 これまでの調査で、丘陵尾根部で古墳時代中期
の方墳である内田山 B1号墳、弥生時代後期の竪穴式住居跡・掘立柱建物跡など集落関連の遺

構・遺物を検出している。内田山遺跡・内田山古墳群の調査は今回で第 6次調査となる。第6次

調査では、過去の調査成果から、内田山B1号墳の所在する尾根から北側にのびる正陵にも、遺

跡の分布が予想されたため、遺構・遺物の分布状況の把握を目的とした試掘調査を実施した。そ

の結果、弥生時代から古墳時代にかけての遺構 ・遺物を検出した。遺構 ・遺物が正陵尾根上に広

範囲に分布する状況が確認され、遺跡範囲は尾根上全域に及ぶことが明らかになった。試掘調査

は、当調査研究センター調査第 2課調査第 3係長石井清司・同主任調査員竹原一彦 ・同調査員柴

暁彦が担当し、平成17年5月 9日~同年 9月 5日の期間で実施した。調査面積は900m'で、ある。

試掘の成果を元に関係諸機関の協議を経て、調査対象地南部域について、面的調査を実施するこ

ととなった。本調査は、当調査研究センター調査第 2課調査第 3係長石井清司・同主任調査員竹

原一彦が担当し、平成17年9月12日~同年12月5日の期間で実施した。調査面積は700m'で、ある。

第6次調査の調査面積は、試掘調査と本調査を併せて、合計1，600m'で、ある。

上人ヶ平 5号墳は、京都府相楽郡木津町大字市坂小字上人ヶ平に所在する。同墳は昭和13年に

発掘調査が行われ、埴輪や葺石の存在が確認された。その後、関西文化学術研究都市開発事業に

伴い、上人ヶ平5号墳を含む上人ヶ平遺跡の調査を実施したところ、上人ヶ平古墳群が合計16基

の古墳群からなること、奈良時代には平城宮へ瓦を供給した大規模な瓦工房が存在したことなど

が明らかと さも 、その重要性から遺跡の保存が決定された。今回の上人ヶ平 5号墳の調査は、上

人ヶ平遺跡を活かした公園整備を行うための詳細な資料を作成するため、 5号墳の埋葬施設の遺

存状況並びに墳正規模などの確認を目的に調査を実施した。調査は、調査第3係長石井清司・同

主任調査員竹原一彦、調査第 2課調査第 1係調査員福島孝行が担当し、平成17年9月27日~平成

18年 1月14日の期間で実施した。調査面積は800m'で、ある。

発掘調査および整理作業には、多くの調査補助員 ・整理員の参加・誠元をいただ、いた。本概要

報告は、内田山遺跡・内田山古墳群第 6次調査については、竹原のほか、当調査研究センター調
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査第2課第 l係調査員筒井崇史・坂下実(花園大学卒業生)・永野宏樹(奈良大学卒業生)が分担し

て執筆した。上人ヶ平 5号墳は、福島のほか、田中智子(立命館大学大学院)が執筆した。また本

概要報告の編集は竹原と調査第 1課資料係の協力を得て筒井が行った。なお、本概要報告で用い

た国土座標系は、過去の調査との関連上、日本測地系(旧座標系)の国土座標を使用している。

調査期間中は、京都府教育庁指導部文化財保護課・京都府立山城郷土資料館・木津町教育委員

会・木津の緑と文化財を守る会・京都府立木津高等学校などの関係諸機関、都出比呂志・石野博

信の両先生からご教示・ご協力をいただいた。

なお、今回の発掘調査にかかる経費は、全額、独立行政法人都市再生機構が負担した。

¥ 't'色、E自助巾密議翠k¥v

l.内田山遺跡 2.内田山古墳群

6.燈龍寺廃寺 7. 白口遺跡

11.木津城山遺跡 12.木津場跡

16.瓦谷古墳群 17.瓦谷遺跡

20.上人ヶ平古墳群 21.上人ヶ平遺跡

25.曽根山遺跡 26.相楽遺跡

第53図 調 査 地 位 置 図

3.木津遺跡 4.上津遺跡 5.燈能寺遺跡

8.赤ヶ平遺跡 9.釜ヶ谷遺跡 10.片山遺跡

13.天神山古墳群 14.文廻池遺跡 15.西山遺跡

18.瓦谷埴輪窯跡群 19.上人ヶ平埴輪窯跡群

22.弓田遺跡、 23.大畠遺跡 24.相楽山遺跡

27.西山塚古墳
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位置と環境

木津町は、京都府の南端部に位置し、奈良県と境を接している。町域の北東側は、 三重県を源

とする木津川が西から北にその流れを大きく転じ、その左岸に沖積平野が広がる。北方を除く東

西と南側は、標高100m前後を最高所とする丘陵地形がみられ、沖積平野を取り囲んでいる。

木津町とその周辺の遺跡に目を向けると、縄文時代では、沖積地南部の弓田遺跡(22)と東方丘

陵地の釜ヶ谷遺跡(9 )が知られ、遺物が出土している。つづく弥生時代には、西方E陵地に袈裟

裡文式銅鐸出土地として知られる相楽山遺跡(24)とその母村と考えられる大畠遺跡(23、中期)が

存在する。また、東方の丘陵地には、方形周溝墓群を伴う燈龍寺遺跡(5、中・後期)・内田山遺

跡(1、後期)・赤ヶ平遺跡(8、前・中期)・木津城山遺跡(11、後期)・上人ヶ平遺跡(21、後期)

などの集落遺跡が分布する。古墳時代の前期には、木津川を挟んだ対岸の山城町に椿井大塚山古

墳が築造され、副葬された多量の銅鏡群を通して、他地域との広範な交流が窺える。古墳時代

前・中期には奈良県側に大規模な前方後円墳で構成される佐紀盾列古墳群が営まれ、木津川流域

を含めた強大な勢力の存在が想定される。木津町では東部丘陵地に前期後半の前方後円墳である

瓦谷 l号墳(16、全長51m)が築造される。以後、中期から後期前半にかけて、瓦谷古墳群(16)・

内田山古墳群(2 )・上人ヶ平古墳群(20)・西山塚古墳(27)などに代表される中小規模の古墳が順

次築造されていく 。また、上人ヶ平古墳群の近傍には瓦谷埴輪窯跡群(18)・上人ヶ平埴輪窯跡群

(19)が分布する。

奈良盆地は、古代には歴代の都城が営まれた地であり、木津の地域は物資の運搬・交易の中継

地として交通網の要衛の地として重要な位置を占める。平城山丘陵の南側に平城京が営まれた奈

良時代には、東部正陵地の南部に市坂瓦窯跡・五領池東瓦窯跡・瀬後谷瓦窯跡・歌姫瓦窯跡など

平城宮・平城京に供給した瓦窯跡が分布する。沖積地平野部には条里関連地割が良好に残ってお

り、木津川対岸の山城町と合わせ恭仁京右京域も当地に推定されている。内田山遺跡・内田山古

墳群の西側沖積地には片山遺跡(10)があり、大型掘立柱建物跡や井戸、溝などが検出され、官街

的な性格が考えられている。このほか、奈良時代の平城京の外港である泉津関連の遺跡と考えら

れる上津遺跡(4 )などがある。
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(1)討白首遺跡・内田山古墳群第 6次

1 .調査経過

調査前の丘陵は、近・現代には畑や果樹園として利用されており、尾根筋を横断する大規模な

溝が連続し、斜面部では「コ」字に溝をめぐらせる耕作関連の地割(耕地区画溝)が確認できた。

耕作に関連する地形の削平が著しく、丘陵尾根上には古墳の存在を示す墳正の高まりは一切認め

られなかった。

試掘調査では、調査対象地に幅 4mのトレンチを 6 か所(第 1~6 トレンチ)設定した。 表土の

掘削には、重機を使用した。その後の調査は人力による掘削作業を行い、遺構の検出に努めた。

調査の結果、各トレンチから弥生~古墳時代を中心とする遺構を検出した。検出遺構には、竪穴

式住居跡・柱穴・溝・古墳周溝・埴輪棺などがある。

本調査は、尾根の南部で実施した。本調査でも表土層の掘削には重機を使用した。尾根頂部付

近は表土層直下で地山面を検出した。地山層は程良い固さの明るい黄灰色系粘質砂であるが、削

平の著しい地点では、下層の白灰色・黄褐色・桃褐色の粘質土が現れる。表土掘削の後は、人力

による尾根斜面堆積土の掘削、遺構検出・遺構内の調査を行った。本調査では、竪穴式住居跡と

溝を検出した。また、内田山B2号墳は、埋葬施設SX12と周溝 SD4について全面的な調査を

実施した。

2.検出遺構

選 調査を進めた結果、地表下0.3m前後で地山(黄褐

色系の粘性の強い砂質土)面を検出した。基本的に遺

物包含層は存在しない。

地山面での精査の結果、多くの遺構を検出した。

試掘では、竪穴式住居跡 SH7・SH 8 . S H15・

S H19・SH20、溝=SD 2・SD 11 . S D 16・SD

31、古墳に伴う周溝 SD 1・SD3・SD4、埴輪

棺 SX35、掘立柱建物跡 SB 13などを検出した。ま

た、本調査では、竪穴式住居跡 SH22・SH24・S

H27・SH28、溝 SD32・SD38、集石遺構 SX23 

などを検出した。また、内田山 B2号墳の埋葬施設

S X12を調査した。

(1)弥生時代の遺構

第54図 内田山遺跡 ・内田山古墳群

竪穴式住居跡SH7 方形プランの住居跡と判断す

る。遺構の大半が調査地外である。
調査トレンチ配置図
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竪穴式住居跡 SH 8 (第56

図上) 尾根筋の南部、第 l
¥Y=-l叫 4

トレンチと第 4トレンチと

円~ の接合部で検出した竪穴式

住居跡である 。住居は方形

@'OJ プランで、住居壁はほぼ正

方位と一致する 。住居跡は

.L IIU 
短辺4.6m、長辺4.8mを測

寄与娩土1 ぞみ'-焼土2

る。地山層を掘り下げた住
司

W P4 。P3 居の壁高は、最もよく残る。
dタ‘h

東壁でO.35mを測る 。西壁

.， I際ミミ 側は著しい削平により壁面

は残っておらず、周壁溝を

a 検出した。
L=53.8m ， 

床面は、中央部が周囲よ

り浅い皿状に僅かに窪む。

主柱穴は 4か所 (P1 ~ P 

vp‘。4d r 

4 )で、床面からやや西に片

寄った配置状況が認められ

¥¥ ミミる 。 主柱穴は直径O.3~O.4
凶凶~ 

mの円形プランで、深さは

概ねO.2mを測る。床面では

2か所から炉跡と推測する

/¥¥/マ
語辞 キ4ザ、ぷ.歩 焼土を検出した。 2か所と

~ も焼土範囲は直径約O.2m、
d 
¥ 

P3 ¥ 暗赤褐色の色調を呈してい'"、

る。焼成による炉跡の硬化

拶/ ////1 状況は確認できない。焼土

."¥ザム必/ 
ー¥一ポ一;戸とデ品 lは床面中央のやや西側、

/ 
焼土 2は焼土 lと東壁間の

中間位置にあり、ほほ1.2m

の間隔を測る 。住居壁に沿

って幅O.2m、深さ 5cmの周

O 4m 壁溝をめぐらせる。床面で

第56図竪穴式住居跡SH8・SH15実測図 は、主柱穴のほかに貯蔵穴
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ことができた。周壁溝の深さは 1~ 2 cmであった。

また、主柱穴のうち l基(P1 )を検出した。P1 

は直径0.4m、深さ0.15mを測る。耕地区画溝以 ¥¥ 

南は遺存状況が比較的良好で、東南隅部が残るト 34 

レンチ東壁面における壁高は0.4mを測る。南半 「附 I~ 勺 J<l

部も後世の削平を強く受け、南西隅部は消滅して

いる。住居跡は、直交する 2か所の住居隅を検出

したことから、かろうじて住居規模が判明した。

住居跡の規模は、短辺4.9m、長辺5.4mを測る。

住居の壁面に沿って周壁溝がめぐる。残りの良い

(P 5)を検出した。貯蔵穴は、住居跡床面の南端

に位置し、南壁中央部の周壁溝に接する。楕円形 ¥ 

プランの貯蔵穴は長軸を壁面と同じく東西方向に

取り、長軸長0.8m、短軸長0.5m、深さ0.5mを

測る。住居跡床面上から弥生土器が出土した(第

70図第41~48) 。

竪穴式住居跡SH 15(第56図下) 第 1トレンチ

の南端、尾根筋の幅が狭まる地点に位置する。住 / 

居跡は方形プランで、住居壁は北に対して約43。

西に振る。調査地内で住居跡の約 7割が検出でき ¥ 

た。

住居跡は、中央部を後世の耕地区画溝が東西に

横断し、溝底面が住居床面よりも深く掘り下げら

れている。また、北半部の床面も削平されている

が、住居北隅で周壁溝の痕跡を部分的に検出する

東南隅の周壁溝は、幅0.2m、深さ 6cmを測る。

今回の調査では主柱穴3か所が検出できた。この / 

うち P3では、直径0.4m、深さ0.4mを測る。住

居跡埋土中から土器片が出土したが、詳細な時期

は不明である(第70図49)。

旬

、

/
も

/
'結

ι一

SD31 
/ ミh 長!sJ<s

SDll 

勺匂

ム1a句

a 
L=53白n

¥¥、

b 
L=53伽n

O 1η1 

第57図 溝SDll実測図

溝SD 11 (第57図) 第 1トレンチの北部、第 2

トレンチ接合部のやや南で検出した素掘り溝である。溝は直線的な方向性をもち、東から北に僅

かに振っている。幅0.35m前後、深さ0.3mを測る。溝底は西から東に向かつて僅かに傾斜する。

溝の東端部は溝SD31に切られる。溝からは聾・査・器台などの弥生土器(第70図34~37) が多数
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溝SD31 溝SD11と切り合い関係にあり、 SD31が新しい。遺構の性格を把握する目的で埋

土の一部を断ち割った。当初は住居跡と推定していたが、遺構の底面がO.6mと深く、住居跡に

みられる周壁溝が底面で確認できなかった。僅かな範囲での観察結果ではあるが、 SD31は、古

墳の周溝の可能性が高いと判断した。

内田山B4号墳周溝SD 3 (第58図) 第 lトレンチ北端部で検出した古墳の周溝である。古墳

の南西角のほか、周溝の西溝南部と南溝西端部を検出した。溝幅も広く、埋土中から多量の埴輪

片が出土したことから、古墳の周溝と判断した。この古墳を新たに B4号墳と命名した。B4号

墳は検出範囲が狭く不明な点が多いが、古墳の主軸は北から東に約110振る。西側の周溝は幅約

2m、深さはO.5mを測る。南側の周溝は深さがO.5mで、同じだが、幅は4.2mと大きく広がる。

埴輪片の出土は周溝埋土の中間層にほぼ限られ、周溝西側に lか所、南側周溝に 2か所密集する

地点が認められる。出土した埴輪片には、円筒埴輪の形状を残すものもある。また、古墳の南西

角から出土した埴輪には、壷形埴輪の破片も含まれている。南側周溝の南岸付近に埴輪片の密集

があり、小さな破片群の下から埴輪棺(SX35)の一部を検出した。

埴輪棺SX35(第58図) B 4号墳周溝SD3の南西角、周溝南岸部で検出した。埴輪棺の主軸
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は東西方向であり、 B4号墳の主軸と一致する。棺は 2個の円筒埴輪を連結しており、東側の円

筒埴輪は調査区外にのびるが、西側の円筒埴輪を調査地内で確認した。棺の上部は後世の撹乱に

よって破片化し、棺の上半部分のほか、西小口の閉塞部もすでに失われていた。棺に使用された

西側円筒埴輪は、下半部が原位置を保っていた。埴輪棺の掘形は、棺より一回り大きく、 B4号

墳周溝の堆積土層を掘り下げている。この埴輪棺については、次年度以降に予定される調査を待

って、合わせて報告していく予定である。

掘立柱建物跡SB 13(第59図) 第1トレンチ南部、第4トレンチとの接合部付近で検出した掘

立柱建物跡である。建物跡の主軸は北から東に約26。振る。平面形はやや査な長方形を呈し、桁

行 5問(6m)、梁間 2間(北東3.6m、南西4.1m)を測る。梁間は、北側梁間に対し南側梁聞が約

0.5m広がる。柱穴掘形は円形で、直径はおよそ0.5m前後を測る。桁行方向柱穴で確認した柱痕

は直線上には揃っていない。 また、桁行柱穴はそれぞれの間隔が短く、1. 1 ~ 1. 4m とぱらつきが

認められる。柱穴からは遺物が出土せず、時期は不明で、あるが、柱穴が竪穴式住居跡SH8の埋

土から掘り込まれていることから、弥生時代後期以降の建物跡と考え られる。

内田山 B3号墳周溝SD 1 (第60図) 第2・6トレンチで検出した古墳に伴う周溝である。第

2トレンチでは、古墳の北東角と北側周溝部分を検出した。第6トレンチでは、古墳の南西角と

南側周溝を検出した。SDlの埋土から埴輪片が出土したことから、古墳の周溝と判断した。こ

の古墳を新たにB3号墳と命名した SDlは西側の調査地外にのびるが、第 6トレンチの西側は

階段状に大きく下がる地形を呈しており、 B3号墳の西部はすでに失われた可能性が高い。周溝

幅は北側周溝では1.4mを測り、周溝底は東から西にゆるやかに下がる。深さは、周溝が最も良

く残る尾根上部側の古墳北西角で0.8mを測る。南側周溝は幅1.8m、深さ0.5mを測る。周溝の

断面形は iUJ字形を呈する。北側周溝は、埋土から家形埴輪と円筒埴輪の破片が出土した。南

側周溝には、特に多くの埴輪片が存在した。埴輪片は、溝の中央部で、溝底から0.2mほど遊離
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した堆積土の中間層から出土した。B3号墳は、北側と南側で周溝を検出したことから、南北の

長さが11.2mで、あることが判明した。

溝S02 周溝 SD1と切り合い関係にあり、 SD 1より古い。幅0.6m、深さ0.1mで、 iLJ

字状に屈曲する。検出面で埴輪片が出土したことから、古墳の周溝の可能性もあるが、詳細は不

明である。

溝SD16 iLJ字状に曲がり、幅0.8m、深さ0.4mを測る。溝埋土から遺物の出土はない。

竪穴式住居跡SH 19(第61図上) 第5トレンチ東部で検出した。谷地形堆積土の黄灰色系粘質

砂を掘り下げた竪穴式住居跡である。竪穴式住居跡 SH20と切り合い関係にあってSH19が古い。

平面プランは方形で、南壁は全長4.5mを測る。中央部を含む北半部は、 SH20によ って壊され

ている。床面はほぼ水平で、壁面に接して周壁溝が存在する。この住居跡に伴う主柱穴は検出で

きなかった。住居跡埋土中から土器が出土した。

竪穴式住居跡SH20(第61図上) S H19より新しく、方形プランの竪穴式住居跡である。住居

の中心は SH19から北側に寄る。住居跡は東西の壁の長さに違いがあり、やや査な方形を呈して

いる。西壁の長さは約4.5m、東壁の長さは3.8mを測る。対する南壁の長さは4.4mを測る。床

面はほぼ水平で、主柱穴を 4 か所 ( P1 ~ P4 )確認した。 主柱穴は床面のやや北東側に片寄る 。

主柱穴掘形は円形で、直径O.3~0.4m、深さ 0.1 ~ O. 2mを測る。床面の周縁部には周壁溝がめぐ

る。周壁溝は幅0.2m、深さ0.1mを測る。西壁のほぼ中央部、周壁溝に接して、貯蔵穴とみられ

る方形ピ ット(P5)を検出した。耕地区画溝に東側を壊されているが、南北の長さは1.6m、深

さは0.1mを測る。この貯蔵穴周辺から土師器棄の破片が出土した。

溝S021 第6トレンチ南端付近、周溝SD1の南側から検出した東西方向の素掘り溝である。

溝幅は最大で0.8mを測る。深さは0.2mで、浅い。土器の細片が出土するが、時期不明である。

竪穴式住居跡SH22(第61図下) 調査地の中央部、竪穴式住居跡SH8の北側約 4mのところ

で検出した竪穴式住居跡である。住居跡プランは長方形を呈し、長軸は北から東へ約70.振る。

北西部は後世の削平で一部が失われたほか、北角付近も耕地区画溝によって部分的に壊されてい

る。住居跡の 3か所のコーナーを検出したので、住居跡の規模は長辺5.6m、短辺4.6mを測る。

住居壁の残りは悪く、南壁部分で僅か0.18mを測るにすぎない。住居床面には幅0.2m、深さ0.1

mの周壁溝が存在する。床面はほぼ平坦であるが、北東から南西方向にやや下がる。南西角は削

平されるが、周壁溝が僅かながらも検出できた。この西壁周壁溝とその東側床面は、床面が僅か

に下がることから、住居の床面はやや窪んでいたとみられる。住居の主柱穴は、各住居角の内側

4か所にあり、柱穴の直径は0.2m前後で、ある。主柱穴は、それぞれ近接する 2個 l対の形で検

出した。この主柱穴の状況から、 SH22は住居規模を変えないまま、建て替えが行われたと考え

る。柱穴の深さには差が認められ、深い掘形の一群と浅い掘形の一群に分けることができた。柱

穴掘形の深いものがP5 ~ P8 、浅いものがP1 ~ P4 の柱穴である 。 西角側の主柱穴 P 1とP

5は切り合い関係にあり、 P5がP 1 より新しい。 したがって浅い掘形の主柱穴P1~P4 が当

初の住居に伴う主柱穴、深い掘形の P5 ~ P8 が建て替えに伴う新たな主柱穴であることが判明
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した。床面南端、南壁中央付近で、貯蔵穴とみられるピット (P9)を検出した。平面形は丸みの

強い台形状を呈し、住居内側が上辺側となる。ビットの深さは約0.6mを測る。埋土は茶灰色粘

質土であるが、中間層として薄い黄灰色粘質砂層がみられた。住居跡床面から弥生土器の破片が

僅かに出土している (第61図50・51)。

竪穴式住居跡 S ト~ 24 (第62図) B 2号墳北西角付近で検出した竪穴式住居跡である。調査の結

果、住居跡は建て替えが行われたことが判明した。当初の住居跡は円形プランであったが、建て

替え後は隅丸方形プラ ンに変わっている。住居跡の規模は、建て替えの前後で変わることなく、

ほほ同規模のままである。

建て替え前の住居跡は、正円形ではなく、北東から南西方向にやや長い楕円形を呈している。

長軸長7.2m、短軸長6.4mを測る。壁高は、残りの良い北東部で0.6m、南東側は0.2mを測る。

床面外周には幅0.2m、深さO.lmの周壁溝がめぐる。東側の壁面近くに貯蔵穴とみられる長方形

の浅い窪みが存在する。この窪みは、長さ1.6m、幅0.6m、深さO.lmを測る。底面はほぼ水平

である。主柱穴は 6か所で、建て替えに伴う新たな柱穴も近接して認められる。新旧の主柱穴は

切り合う例(p1とP7、P2とP8 ) があり、深い柱穴 P1~P6 が当初の住居に伴う 。 床面で

は、中央部に浅いピ ット(P13)が存在した。この中央ピットから南西方向に、周壁溝まで達する

小規模な溝が認められた。P13は、窪みの埋土に灰が混入していることから炉跡と考えられる。

また、炉跡から南西にのびる細い溝は、住居内の区画溝と判断される。

建て替え後の住居跡は、それまでの円形住居を同一場所で隅丸方形に作り替えている。もとも

と楕円形の平面形であったが、短軸側の住居北西と南東両端の周壁溝を住居内側に掘り直して、

住居の幅を狭めている。周壁溝は、南東側が直線的に掘り直され、東北と南西側はやや弧状を保

っている。北西部周壁溝は、当初の円形住居の名残を強く残している。住居跡の作り替えに際し

ては、当初の床面上に土を充填し貼り床を行っている。貼り床の厚さはおよそ0.15mで、ある。主

柱穴は 6か所で、位置は当初の場所と大きく動いてはいない。

住居跡の北東隅と南西角付近を中心に、完形品を含む多くの土器が出土した(第69図 1~24) 。

第62図下は北群の土器の出土状況図である。完形品の聾 5点・査 l点・高杯 l点が集中する。土

器は遺存状態が悪く、周囲の土砂を取り除く過程で器表面の剥離と崩壊が進み、調査は困難を極

めた。これらの土器は、すべて口縁側を下にして床面上に置かれた状況で出土した。壁面に向か

つ て右端に高杯 (21 ) 、その左側に近接して聾が 3 点 (8~10)、やや離れて聾(7)と鉢(11)、査(5)

は聾群の中にあって壁面側から出土した。この土器群の西側、約0.6m離れた床面上から査の口

縁部 1点(4)が出土した。壷の体部は住居跡内に存在していない。さらに、 2.4m離れた住居跡北

壁に接する位置からも窒が出土した。この聾も口縁を下に向け、床面上に置かれている。土器の

残りは悪い。南西側出土の土器群は、棄と高杯である。周囲の土砂とほぼ同質な状況にあり、検

出時のままの取り上げは不可能で、あった。検出状況から、壁面に沿って中央に高杯、両横に聾を

置く配列であったと判断する。高杯は口縁部を下にして置かれていた。聾については、破片が集

中して出土したが、口縁部と底部の位置関係が不明のため詳細は明らかでない。この3点は形が
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保てず、図化は不可能で、あった。住居跡中央部の床面では、土器のほかに台石と判断する川原石

が出土した。石材は丸みを帯びたチャートで、大きさは一辺20cmX30cm、厚さ12cm前後で、ある。

石材上面は側面部と変わらず、滑らかではあるが不規則に波打つている。顕著な使用痕はみられ

B 円形プランの竪穴式住居跡である。SH22の北側に位置し、

ない。

竪穴式住居跡SH27(第63図)
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2号墳の墳E下となる。竪穴式住居跡 SH22 . S H28に重複する。SH22よりは古く、 SH28よ

りも新しい。住居跡は著しく削平をされ、住居壁はすべて失われていたが、周壁溝の一部を検出

することができた。住居跡の南部は、耕地区画溝によ って削られている。規模は直径約 8mを測

る。床面の主柱穴は 4か所である。住居跡中央の床面に炉跡が存在する。火床として、直径約

0.6mの円形範囲で焼土が認められた。火床の周囲床面上には、炭化物混じりの灰層が堆積して

いる。灰層は、東と南西の 2方向に掻き出された状況が、灰層の広がりで確認できた。住居跡の

東側周壁溝付近から土器が出土した (第70図38~40 ) 。

竪穴式住居跡SH28(第63図) S H27の北側に位置し、住居の南端がSH27に切られる。また、

住居跡の中央部は、 B2号墳埋葬施設SX12と耕地区画溝によって、大きく壊されている。住居

跡プランは円形で、 SH27より規模は小さい。住居壁は削平によりすでに失われていたが、周壁

溝を検出した。プランは正円形ではなく、北東から南西方向の長径は6.3mを測る。床面上から

主柱穴4か所を検出した。柱穴は円形で、 4か所とも直径0.3m、深さ0.15m前後を測る。遺物

は出土はしなかった。
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溝SD32 S H28の北6.5mのところで検出した素掘り溝である。ほぼ直角に曲がる角部を検

出した。溝は、幅約O.6~0.8m、深さ0.3m を測る 。 西側溝の主軸は、北から西に約21。振る 。 溝

の東部は耕地区画溝削平され、延長部は不明で、ある。溝SDllは、 SD32南溝とほぼ同じ方向性

を示し、両溝の間隔は約10mを測る。両溝を同ーの溝とすれば、東西方向にやや長い方形周溝墓

の存在が予想される。

溝SD38(第64図) 竪穴式住居跡SH24の南で検出した、 iLJ字状に曲がる素掘り溝である。

溝の北側は SH24に切られることから、住居跡より古い。幅O.4~0. 8m、深さ0.1~0.3m を測る 。

当初、 SH24の排水溝と考えたが、切り合い関係が認められ、溝底が住居床面から約0.2m上の

壁面にあることから、住居跡とは別遺構と判断した。溝からは、完形品を含む多くの弥生土器が

出土した (第70図25~ 33 ) 。

集石遺構SX23(図版第64-(3)) B 1号墳の北側、北西方向に下がる小規模な谷地形の堆積

土(黄色微砂質土)から、サヌカイト剥片が集中して出土した。この黄色微砂質土は、竪穴式住居

跡SH19・20の基盤土中でもある。出土地点は、竪穴式住居跡 SH19の西側で、約1.5mの範囲

に集中した。剥片は大小あわせて23点を数えた。小さなものは 4cm前後で、薄い剥片で、ある。大き

なものは一辺約10cm、厚さ 1cm前後である。特に大型の剥片が多数を占める。剥片は、自然面を

残し、接合資料も含まれる。石器製作途中の剥片群とみられるが、竪穴式住居跡、や土坑などに伴

う状況は確認できない。遺物は整理中であり、詳細な検討を行った上で、報告する予定である。

(2)内田山 B2号墳

B2号墳は、 B1号墳が立地する尾根から北に派生した支尾根上で検出した方墳である。B2

号墳は、 B1号墳の北、約33m離れたところに位置する。 B2号墳のある支尾根は、 B1号墳に

近い南側分岐部付近の尾根は痩せているが、中央部から北側先端にかけて尾根幅は広がる。B2

号墳は、この尾根の幅が広がる中央部の南端、支尾根の最高所に築かれている。

墳丘(第65図) B 2号墳は弥生時代の竪穴式住居跡 SH27・28の上に築かれている。後世の削

平が著しく、墳丘の高まりはほとんど確認できない。腐植土と旧耕作土の下には地山面が広がる。

周溝SD4は、竪穴式住居跡の床面よりも深く掘り込まれている。周溝底は水平ではなく、南東

コーナー付近の溝底が最も高く、北西コーナー側が低くなる。SD4は幅 2m、深さ0.4mを測

る。周溝底南東コーナーの標高は約54m、北西コーナーでは約53.3mを測る。周溝の四辺は、東

側周溝が高く西側周溝が低い。最も低い西側周溝底と墳丘の残存高は、最大で約 1mを測る。周

溝内中層から、布留式聾の破片と少量の埴輪片が出土した。墳丘裾でみる古墳の規模は、南北

14.5m、東西13.5mで、ある。墳正部分には若干の盛土が存在したと推測されるが、築造時の墳正

高は削平を受けて不明である。墳丘は、地山を大きく掘り込んだ埋葬施設 SX12の状況などから、

さほど高くない低墳正とみられる。B2号墳の東辺と南辺の方位は、ほほ正方位に一致する。

埋葬施設(第66図) 古墳の中央部から、木棺直葬の埋葬施設(SX 12) 1基を検出した。SX12 

のほかに埋葬施設は確認できない。SX12の主軸は東西方向で、東に対して南に約 90振ってい

る。墓墳は、地山を階段状に 2段に掘り下げる、いわゆる 2段墓墳である。 1段目の墓墳の形状
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は長方形を呈するが、東小口側が幅広となり、西小口方向にかけて幅が減少していく 。 l段目墓

墳は全長約 6m、東小口幅約 2m、西小口幅約1.6mを測る。深さは、最大で約O.2mを測る。2

段目は木棺の設置を目的としており、 l段目墓墳底の中央からやや南に片寄って存在する。2段

目墓墳の掘形は、東西両小口部分がそれぞれ主軸に直交する楕円形の土坑(SK25・26)が一連の

作業で掘られている。西の SK25は南北1.1m、東西O.5mを測る。SK26は南北約1.5m、東西

約 1mを測る。土坑SK25・26とも、底面は 2段目墓墳底と同じくする。2段目墓墳の掘形は、

土坑SK25・26を含め、全長約5.6mを測る。深さは l段目墓墳底から最大でO.3mを測る。土坑

埋土上面での精査により、木棺の長側板と小口板との接合状況を窺える痕跡が確認できた。土坑

内埋土は木棺の側面を取り巻く裏込め土である。木棺材は残っていないが、木棺痕跡が認められ

た。木棺の小口の形状は、側板の両端を 2枚の小口板で挟み込む、いわゆる箱形木棺と呼称する

ものである。また小口板は側板幅よりやや長く、外側に飛び出している。土坑SK25 . 26は、木

棺の側板が長大で重量物でもあったことから、側板と小口板の据え付けに伴う作業スペースとし

て設けられたと考えられる。
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木棺 墓墳掘形の形状と小口の状況から、箱形木棺と判断している。棺材は腐って消滅してお

り、樹種などは不明である。木棺の規模は、東西両小口板の内法が側板の全長を示しており、長

さは4.78mを測る。小口板の厚さを加えれば木棺の全長は外法で4.9mを測る。木棺幅は、掘形

同様に東小口側が西小口側に対し幅が広い。東小口の幅は外法で0.7mを測る。西小口幅は0.6m

を測る。木棺内法では、東小口が0.54m、西小口で0.48mで、ある。木棺の高さについては不明で、

ある。

全長4.78mを測る長大な木棺内には、喋床と呼ぶ小さな小石が底面に敷き詰められている。こ

の喋床には、主軸に対して直交する方向に幅約 6~ 8cmの石の途切れる部分が3か所確認され、

ここに仕切り板が存在したと考えられる。このことから木棺内は、仕切り板によ って4区画に分

割されていたことが明らかとなった。木棺内の区画は、棺中央の仕切り板で大きく東西に 2分割

される。東西それぞれの区画は、もう lか所の仕切り板によ って、さらに 2つの区画に分割され

る。木棺内の区画は、中央仕切り板を中心として、東西の 2区画が対称的な配置状況を示す。中

央部の 2区画は、東側区画が内法長1.92m、西側区画が内法長1.82mを測る。東西両端の区画は

ともに小規模で、東端区画は内法長0.4m、西端区画は内法長0.5mを測る。この区画状況から、

中央の 2区画は被葬者を埋葬した主室であり、東西両端の区画はそれぞれの主室に伴う副室と考

えられる。離床は、東西の両主室部分に認められ、 5cm前後の厚さでていねいに小石が充填され

ている。また、磯床は木棺の側板と仕切り板に接する部分に大きめの小石を選ぶとともに、やや

盛り上げる充填状況が認められた。横断面形では、中央部が浅く窪んでいる。東副室でも小石が、

南北の棺側板側に寄った状況で検出された。この副室の小石は主室の喋床とは異なって、棺底面

をすべて覆う状況にはない。また、 7~ 10cmと大ぶりな石が選別されているが、ていねいな配石

状況ではない。ただ、石材は喋床に使用された石材と変わりない。

東主室 喋床範囲が主室の内法規模と一致し、全長1.92m、東端部幅0.54m、西端部幅0.5m

を測る。離床東端部には、花嗣岩の川原石4石を配石した、枕施設(枕石)が存在した。枕石に使

用された石は、角の取れた平たい方形の石が選ばれている。特に被葬者の後頭部下にあたる主た

る枕石は、中央部の東端にあって、ほほ仕切り板に接していたとみられる。この中央枕石は、長

さ約24cm、幅14cm、最大厚 7cmを測る。石の上面は中央やや東側に稜線があって、棺の内側(西

側)に下がる傾斜面を向ける。この中央枕石の棺内側(西側)には、やや小形で方柱状の川原石が

配石される。中央枕石との位置関係から、この 2石は、被葬者の下顎もしくは頚椎部分の固定を

目的としたものとみられる。

東主室では、枕石の周囲から銅鏡 l面・多数の玉類・竪櫛数点が出土した。これら副葬品は第

67図にみるように、中央枕石を挟んで北側と南側の 2群に別れて出土している。北群は被用者頭

部の右側、南群は頭部左側となる。副葬品の構成は、北群は勾玉・管玉 ・棄玉・算盤玉・臼玉な

ど、玉類のみである。南群は、内行花文鏡 l面と玉類・竪櫛で構成されている。玉類の出土総数

は931点を数える。このうち北群は426点を占め、内訳は勾玉134点、管玉48点、薬玉93点、算盤

玉150点、臼玉39点である。南群は総数505点で、内訳は勾玉30点、管玉8点、棄玉34点、算盤玉

F
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第67図 S X12東主室枕石および副葬品出土状況図

145点、臼玉288点である。これらの玉類は、喋床の上面で小石間や隙問、棺側板や仕切り板の置

換土から出土した。玉類は、数個単位ながら穿孔部分が密着し、かつ穴が通じる状況が多くのか

所で確認できた。この状況から玉は、副葬時点では糸に通され、連結していたと判断する。糸の

腐朽に伴い玉類の大部分は、原位置から喋床の隙聞などに動いているが、 一部の玉類は原位置を

保っているとみられる。すべての玉類の配列状況は復原不可能である。ただ、小形の勾玉・棄

玉・算盤玉・臼玉は、それぞれ同種の玉が連なっていたようである。算盤玉では10数点、臼玉で

は20数点が整然と連なる状況が確認できた。

内行花文鏡は、南群の副葬品の中央付近、中央石枕のやや南西側から出土した。鏡面を上に向

け、鏡面上に玉類は存在しない。鏡面下には多数の玉類が存在した。この銅鏡は特に遣存状況が

悪く、土圧や喋床の小石突起に応じて細かくひび割れるなど、錆が進行していた。出土時点では

完全な姿を保っていた銅鏡も、現地での表面硬化処理の甲斐なく、粉体化の著しい部分は失われ

てしまった。この内行花文鏡の直径は 9cmを測る。
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02Ocm  

竪櫛は、南群の副葬品中の南東側、棺側板と仕切り板の接

合部付近にみられた。頭部にのみ黒漆が塗布され、櫛歯は素

材のままであったとみられる。竪櫛は 4点が出土し、うち 2

点は頭部幅2.3cmの大型製品、ほかの 2点は1.2cmの小型製品

であった。大型品 2点と小型品 l点は、棺内南東隅に竪櫛頭

部を置き、銅鏡方向に櫛歯を向けて出土した。残る小型の 1

点は北に離れて出土した。この竪櫛も、櫛歯を銅鏡方向に向

けていたようである。

副葬品以外では、被葬者の左側、銅鏡の西端部から西側

O.2m四方の範囲にかけて、離床小石面に鮮やかな朱の痕跡

が確認された。 朱は塗布された状況にはなく、 2~5mmの円

形もしくは楕円形の飛沫痕跡として認識される。

西主室 内法規模は、全長1.82m、東端部幅O.52m、西端

部幅O.48mを測る。離床東端部と西端部の 2か所に枕施設が

存在する。東端部の枕施設は、やや大きな花両岩の川原石3

石を使用し、横 l列に配置する。西端部の枕施設は、小さい

花両岩の川原石3石を配石する。

東端部の枕石は、中央の 1石が特に大きく、主たる枕石と

みられる。この枕石の上面は、東主室枕石と同様、東から西

方向の棺内側に下がる傾斜面をもっ。中央枕石は、縦24cm、

幅22cm、高さ15cmを測る。両脇の 2石はやや小ぶりの石が使

用されるが、高さは中央枕石とほぼ揃えている。

西端部の枕石は、北側に I石、南側に 2石を使用し、棺内

側に「ハ」の字に配置される。南側の枕石は東西に 2石が連
第68図 S X12西主室遺物出土状況図

なる。枕石は、西端の 2石で被葬者頭部を固定していたとみ

られる。また、この 2石の西端部は仕切り板相当部分まではみ出す。西端の枕石2石は、仕切り

板に立て掛けて設置され、西東方向の棺内側に傾斜面を向けていたとみられる。

副葬品としては、南側棺側板に接する喋床上から鉄万 l点と錨 l点、東側枕石付近で竪櫛 2点

が出土した(第68図)。鉄万は切先を東に、刃部を棺内側に向ける。錨は鉄万刃部側、関部付近か

ら出土した。錐の出土状況には、特異性が認められた。錨は基部側を鉄万下に深く沈め、刃部を

北側斜め上方に向ける状態で出土した。錐の基部の上に鉄万が横たわり、下端は喋床下の墓境底

に達している。土圧などの影響は考えにくく、喋床の隙間に意識的に差し込まれた可能性が高い。

竪櫛は、櫛頭部に塗布された黒漆皮膜のみが出土した。出土位置は東側枕石の中央枕石西側であ

り、 2点の竪櫛はやや離れて出土した。

西副室 東側仕切り板と西小口板間の内法はO.46m、幅はO.48mを測る。底面に喋床や小石は
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みられない。東側仕切り板に接する底面では、ほほ棺幅相当部分で幅約 5cm、最大高約 2cmの範

囲で、固さのある土手状の土盛りが存在した。土手状の高まりは中央付近が最も高く、棺側板に

近づくにつれ低くなっていく。検出状況から、この土手状の高まりは、仕切り板下端部の固定を

目的としたものとみられる。副室内から副葬品とみられる石製紡錘車2点が出土した。2点とも

側面を上に向けた状態で出土した。この出土状況から、紡錘車は中心の孔に軸棒が通されて、副

葬されたと判断される。

土坑SK25は、木棺西小口部分に設けられた土坑である。東小口側土坑SK26と対になる土坑

であり、木棺の側板設置に伴う作業坑とみられる。SK26は無遺物であったが、 SK25では木棺

西小口北端部付近の土坑底から小石4点と臼玉11)点が出土した。

3.出土遺物

弥生時代と古墳時代の遺物が大多数を占め、僅かではあるが奈良時代~平安時代の土器が出土

してた。今回は、弥生時代の竪穴式住居跡と溝、内田山B2号墳埋葬施設SX12から出土した遺

物について報告する。内田山B3号墳・ B4号墳の周溝から出土した埴輪については次年度以降

に予定される調査を待って、合わせて報告していく予定である。

(竹原一彦)

(1)弥生時代の遺物

弥生時代の遺物は、整理箱にして約 7箱出土した。その大半は竪穴式住居跡と溝から出土した

ものである。

1)弥生土器

竪穴式住居跡SH24出土遺物(第69図1~24) S H24からは多数の弥生土器が出土した。これ

ら中には出土状況から、住居内に放置されたと考えられるものも多く認められる (7~11・21な

ど)。 なお、 6・12・17は立て替え前の周壁溝から出土した。 lは大型の直口査である。口径

13.1cm、器高27.1cmである。口縁部の形状はややいび、つで、ある。体部下半に器壁がいびつに屈曲

する箇所がある。底部から体部の成形に伴い、一時休止した箇所を示すものであろう 。いわゆる

分割成形の痕跡と判断される。口縁部外面にはヘラミガキ調整を施す。体部外面は全体にハケ調

整を施した後、へラミガキ調整を施す。体部内面は縦方向のハケ調整の後、ナデ調整を施す。内

面には接合痕が残る。ほほ完形である。2は長頚査である。口径10.0cm、器高22.0cmである。体

部最大径が体部中位よりも上に位置するため、大きく肩が張り出した形状を呈する。外面全体に

ミガキ調整を施す。また、頚部に刻み目を施した突帯を貼り付ける。口縁部内面にはナデ調整を、

体部内面には全面にハケ調整を施す。肩部内面には体部成形時に生じたシボリ痕が認められる。

3は広口査の口縁部と思われる小破片である。口縁部外面に竹管を施した円形浮文を貼り付ける。

4も広口査の口縁部である。口縁部にはヨコナデ調整を、頚部の内外面にはハケ調整を施す。口

径13.4cm、残存高5.0cmで、ある。5は査の底部である。底径3.6cmである。底部はドーナツ状を呈

する。内外面ともナデ調整を施す。6は聾の口縁部と考えられる。口径はあくまでも推定復原で
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ある。口縁部全体にヨコナデ調整を施した後、口縁部外面に長さ0.8cm前後、幅0.2cm前後の刺突

文を施す。口縁部外面にすすが部分的に付着する。 7は中型の費である。口径12.6cm、器高

17.3cmで、ある。口縁部はヨコナデ調整を施す。外面にタタキ調整を施す、内面はハケ調整の後、

ナデ調整を施す。8. 9はほぼ同形同大の棄である。8は口径16.0cm、器高22.0cmである。口縁

部はいわゆる「く」の字状を呈する。体部は倒卵形に近いが、やや丸みを帯びる。体部下半にタタ

キ調整が途切れるところがある。7と同様に、底部から体部の成形に伴い一時休止した箇所を示

すのであろう 。いわゆる分割成形であることがわかる。口縁部はヨコナデ調整を施す。体部外面

はタタキ調整を施した後、ハケ調整を施す。体部内面は丁寧なナデ調整が施される。9は口径

19.9cm、器高22.6cmで、ある。倒卵形の体部を呈する。全体に磨滅が著しいが、体部外面にわずか

にハケ調整の痕跡が認められる。内面は磨滅気味であるが、ナデ調整を施す。ほぽ完形である。

体部中位より上半はすすが付着するが、下半には見られない。棄の使用方法を考える上で注意す

べき個体である 。 10~12は鉢である 。 10は口径16.8cm、器高12.0cmである 。 体部外面は体部最大

径付近までタタキ調整を施すが、それより上位は全体にすすが付着しているため不明である。口

縁部はヨコナデ調整を施す。体部内面はナデ調整を施す。ただ、工具痕も見られ注意される。11

は口径14.1cm、残存高8.5cmである。口縁部はヨコナデ調整を施す。体部外面はすすが付着する

ため調整は不明である。体部内面はハケ調整の後、ナデ調整を施す。12は小破片であるが、 10・

11に比べて肩部が張らない。内外面とも磨滅が著しく調整は不明で、ある。13は聾の口縁部の小破

片である 。 14~16は聾の底部である 。 14はやや突出気味の底部で、底径4.6cmである 。 外面はタ

タキ調整を施す。また、突出部はユピオサエを施して形状を整える。内面は中心から外方へ向か

つてナデ調整を施す。15も突出気味の底部であるが、 14ほど突出しない。底径4.9cmで、ある。内

外面ともナデ調整を施す。底端部に棒状工具による圧痕が見られる。16はほとんど突出しない底

部で、底面中央がわずかに窪む。底径3.0cmで、ある。外面はタタキ調整で、タタキ痕はほかの例

に比べてやや細い。内面はナデ調整である。17は鉢の底部で、底径3.8cmで、ある。外面はユピオ

サエで整形する。内面はナデ調整である。18・19は脚台付鉢である。 18は脚台外面に成形時のユ

ピオサエ痕が残る。内外面ともナデ調整である。19は底径5.3cm、残存高7.0cmで、ある。脚台外面

には成形時のユピオサエ痕が明瞭に残る。脚台内面や体部内面はナデ調整を施す。20は査もしく

は鉢の底部である。底部は広い平底状を呈し、底径6.6cmで、ある。内外面とも磨滅気味であるが、

ナデ調整を施す。21は高杯である。口径25.9cm、器高17.8cm、底径16.0cmである。外面全体にヘ

ラミガキ調整を施す。脚部には透かし孔を 3か所穿つ。杯部内面は磨滅のため調整が不明瞭であ

るが、ヘラミガキ調整が一部に見られる。脚柱部内面はナデ調整、脚端部はヨコナデ調整を施す。

22は高杯の脚部である。外面は磨滅しているが、ヘラミガキ調整である。内面はナデ調整である。

23は高杯の杯部と脚部の接合部である。外面はヘラミガキ調整を施す。脚部内面はナデ調整やユ

ピオサエを施す。24は器台である。口径25.2cmで、ある。磨滅が著しく、調整は不明である。

竪穴式住居跡SH24から出土した弥生土器は、出土状況から良好な一括資料ということができ、

近年、木津町を中心に増加しつつある南山城地域の弥生時代後期の土器資料に、新たな資料を加
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えることとなった。出土資料はタタキ調整の聾が認められる一方で、高杯の杯部が外反しない点

などから、弥生時代後期中葉に位置づけられると考えられる。

溝 SD38出土遺物 (第70図25~33) 25は受け口状口縁を呈する聾である。口径20.0cmである。

口縁部はヨコナデ調整を施す。体部外面は磨滅気味であるが、タタキ調整を施す。体部内面は摩

滅が著しいが、かすかにハケ調整が施されていたことがわかる。外面全体にすすが付着する。 26

は口縁部が短く外反する聾で、ほかの聾とは若干異なった器形を呈する。また小破片のため、口

径などはあくまでも推定復原である。口縁部はヨコナデ調整を、体部内面にハケ調整を施す。体

部外面の調整は磨滅のため不明である。体部外面にすすがわずかに付着する。27は鉢である。底

部は明瞭な突出が認められる。口径13.2cm、器高12.1cmである。全体的に磨滅しており、調整は

不明で、ある 。 28~30は斐または査の底部である 。 28は突出気味の底部で、底径4.0cmである 。 外

面は、磨滅のため不明瞭で、あるが、ナデ調整またはハケ調整を施す。内面はナデ調整を施す。29

は底径4.4cmである。内外面ともナデ調整である o 30は底径3.6cmである。外面はハケ調整の後、

ナデ調整を施す。内面はハケ調整を施す。34は器台の脚端部である。小破片のため、底径は推定

復原である。脚端部はヨコナデを施す。外面にヘラミガキ調整を、脚部内面はハケ調整を施す。

32は蓋である。口径13.5cm、器高5.3cmで、ある。つまみはユピオサエとナデ調整で整形する。体

部外面にはタタキ調整を、体部内面にはハケ調整を施す。内面中央にユピを強く押し付けている。

33は高杯の脚部で、脚端部を欠損する。内外面とも磨滅が著しく調整は不明である。

溝 SDll 出土土器(第70図34~37) 34は脚端部を欠損するが、器台である。口径21.8cm、残存

高13.8cmで、ある。口縁部はヨコナデ調整を施した後、円形浮文を均等に配置する。口縁部外面、

筒部外面は全体に細かいヘラミガキ調整を施す。また、筒部にはヘラがき直線文を螺旋状に 7条

施す。また、透かし孔を 3か所穿つ。口縁部内面にヘラミガキ調整を施した後、口縁部上面に波

状文を施す。筒部内面は上半部にナデ調整を施し、下半部にケズリ調整を施す。35は口縁端部を

欠損する土器で、残存高9.0cmで、ある。内外面ともナデ調整やユピオサエを多用して成形・整形

することから手づくね土器と考えられる。内外面ともにヘラ状工具による圧痕がみられる。36は

査の体部下半と考えられる。底径4.6cmで、ある。内外面とも磨滅が著しく、調整は不明で、ある。

37は広口査の口縁部である。口径14.2cmで、ある。口縁部はやや外反する。口縁端部にヨコナデ調

整を施す。口縁部外面はヨコナデ調整を施した後、綴密なヘラミガキ調整を縦方向に施す。

竪穴式住居跡SH27出土遺物 (第70図38~40) 38は長頚査である。口径12.6cm、残存高12.3cm

である。内外面とも磨滅、器表面の剥離が著しいため調整は不明で、ある。39は広口査である。口

径16.5cmである。口縁部にはヨコナデ調整を施した後、 3条の擬回線文を施す。さらに竹管を施

した円形浮文を貼り付ける。口縁部外面はヘラミガキ調整を施す。口縁部内面には波状文を施す。

40は高杯の脚端部である。細片のため底径はあくまでも推定復原である。脚端部外面に上から刺

突文と櫛描き直線文を 7条施す。内面には横方向にナデ調整を施す。

竪穴式住居跡 SH8出土遺物(第70図41~48) 41は広口査である。口径11.7cmである。口縁部

はヨコナデ調整を施し、口縁端部に 2条の擬凹線文を施す。体部外面にはヘラミガキ調整を施す。
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頚部外面と内面はナデ調整を施す。体部内面には接合痕が明瞭に残る。42は小型の聾である。口

径9.2cm、残存高9.7cmである。全体に磨滅気味であるが、内外面ともナデ調整で仕上げる。43は

器台または高杯の脚部と考えられる。ただ、小破片のため、径などは推定の域を出ない。外面に

ヘラミガキ調整を施した後、櫛状工具による直線文を10条施す。内面は脚部成形時のシボリ痕が

明瞭に残る 。 44~46は蓋の底部である 。 44は底径2.6cmで、ある 。 外面は磨滅が著しく調整不明で

ある。内面は磨滅が著しいが、ハケ調整らしい痕跡を確認できる。45は底径4.0cmで、ある。内外

面ともナデ調整を施す。46は底径5.3cmで、やや径の大きい底部である。外面はユピオサエを施

す。内面はナデ調整で平滑に仕上げる。47・48は鉢の底部である。47は脚台付鉢の底部である。

底径4.9cmで、ある。外面はユピオサエで整形する。内面はナデ調整を施す。48は底径3.7cmである。

内外面ともナデ調整やユピオサエを施す。

竪穴式住居跡 SH 15出土遺物(第70図49) 49は査または聾の底部である。底径3.9cmである。

内外面ともナデ調整を施す。

竪穴式住居跡SH22出土遺物(第70図50・51) 50は聾の口縁部で、頚部から大きく外方に開く 。

口径は推定の域を出ない。口縁部はヨコナデ調整を施す。51は聾または査の底部である。底径

3.8cmで、ある。内外面ともナデ調整を施す。

集石遺構 SX23周辺出土遺物(第70図52) 52は脚台を有する鉢である。底径4.9cm、残存高

5.0cmで、ある。内外面とも、ナデ調整、ユピオサエを施す。特に外面はユピオサエの痕跡がよく

残る。

溝S016出土遺物(第70図55) 55は器台の口縁部である。細片のため口径の復原は推定の域を

出ない。口縁下垂部はヨコナデ調整を施した後、上半に擬凹線文を l条、下端部に列点文を施す。

口縁部外面にはミガキ調整を施す。口縁端部内面はミガキ調整を施した後、波状文を施す。

包含層出土遺物(第70図53・54) 53は査または聾の口縁部である。口縁端部を欠損する。外面

はヨコナデ調整を施すが、内面は磨滅が著しく調整は不明で、ある。54は器台の口縁部である。口

径20.0cmで、ある。口縁下垂部はヨコナデ調整を施した後、竹管を施した円形浮文を施す。内外面

ともミガキ調整を施す。(筒井崇史)

2)石器

56は磨石と思われる。57は砥石である。57は4面のうち 2面に擦痕を観察でき、使用痕が確認

できる。 (坂下実)

(2)古墳時代の遺物

内田山B2号墳関連の遺物であり、埋葬施設SX12から出土した副葬品である。

銅鏡(第71図1) 東主室東端の枕石の南側から出土した、小型のイ方製内行花文鏡である。面径

は9cmを測る。鋳上がりと遺存状況が悪く、肉眼観察では詳細について不明な点が多い。鏡は鉦

の外側に圏線を配する。内区は 6個の花文を置き、余白を小さな珠文で埋める。内区外側には文

様帯が存在するが、文様は定かでない。外縁は広く平縁である。銅鏡は脆弱であり、図化につい

ては写真と X線写真をもとに作成した。
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鉄刀 (第71図 5) 西主室か

ら出土した。全長84.4cm、刃

部の長さ約70cm、刃部幅約 3

cm、刃部の厚さ 1.lcmを測る。

関部の形状は、錆膨れのため

不明である 。茎部は刃部側が

峰側に比べ厚みが薄い。

錨 (第71図4) 西主室で鉄

万の関付近から出土した、鉄

製の錨である。刃部先端を欠

いている 。残存長16.5cm、残

存する刃部の長さ1.8cm、刃部

幅は 1.3cmを測る 。茎部は幅

1.0cm、厚さ0.3cmを測る。茎

の厚さは、中央部から刃部側

にかけてやや薄く仕上げる 。

茎端部は三角形状にカットし

て終わる。

石製紡錘車(第71図 2 ・ 3) 
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2点とも西副室から出土した、

滑石製の紡錘車である。2は断面台形状を呈し、側面は中央に稜線を残し上下 2段を匙面取りす

る。面取りにていねいさは認められず、小さな単位の面取り面が全周にわたって残る。上辺の直

径は1.5~ 1. 6cm、下辺の直径は3.8~3. 9cm、高さ1.2cmを測る。体部中央を直径0.8cmの円孔が貫

く。3は断面台形状で、上辺の直径は2.1cm、下辺直径は4.3cm、高さは 1cmを測る。側面は、上

下両端部を残し、内側を削って側面にアクセントをつける。最大直径をもっ下端面は平滑に仕上

げられ、外縁に沿うように内側で 2条の細い椋刻がみられる。外側の線刻は外縁0.4cm内側に入

った位置にあり、内側の線刻はさらに0.2cm内側にある。2条の線刻は正円でないことから、線

刻はフリーハンドで行われている。心棒を通す中央の円孔は、直径は上辺側が0.8cm、下辺側で

0.6cmを測る。

(竹原一彦)

玉類(第72~78図、付表 2) B 2号墳の埋葬施設SX12東主室の枕石周辺から多量の玉類が出

土した。玉類は枕石を境に北側(北群)と南側(南群)に分かれて出土しており、合計931点を数え

る。その内訳は勾玉134点、管玉48点、棄玉127点、算盤玉295点、臼玉327点である。北群の玉類

は、勾玉104点、管玉40点、棄玉93点、算盤玉150点、臼玉39点である。南群の玉類は、勾玉30点、

管玉 8点、藁玉34点、算盤玉145点、臼玉288点である。
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勾玉(1 ~ 134)は硬玉製(14)と緑色凝灰岩製(25)の2点を除き、ほかはすべて滑石製である。

勾玉には大・中・小の 3種が認められる。大型の勾玉(1~ 11)は、長さ28.5~35. 5mm、厚さ 7~

12mmであり、丁字頭勾玉2点(1・ 2)が含まれる。大型品は体部が丸く厚味もあり、優美な形の

ものが多い。 長さ 18~22阻、厚さ 3. 5~6. 5mmの勾玉を中型勾玉(l2~36) とした。 長さ1O~17.5阻、

厚さ 2~6mmの勾玉 (37~ 134 ) を小型勾玉とした。勾玉の色調は、オリ ーブ灰色のものが約 7 割

を占め、残る 3割は灰色や緑灰色など暗色系の色調である。丁字頭勾玉はいずれも緑灰色を呈す

る。勾玉の穿孔には両面穿孔と片面穿孔があり、両面穿孔は全体の約 3割、片面穿孔は約 7割で

ある。大・中・小それぞれの勾玉に穿孔方法の傾向は現れず、両面と片面の穿孔が混在する。丁

字頭勾玉の 1は両面穿孔であり、 2は片面穿孔である。

管玉(l35~ 179 ) は、材質で緑色凝灰岩製と滑石製の 2 種がある。直径は 3~5 mmの細身である

が、長さに大・中・小の 3種がある。大型の管玉は 2点あり、 178は長さ23.5mm、179は長さ

24.5阻を測る 。 中型管玉(l62~177)は、 16.4~20mmの長さを測る 。 小形管玉(l35~161)は10.5~ 

14.5mmの長さを測る。色調は、多数を占める緑色凝灰岩製管玉が明オリーブ灰色、滑石製管玉

(142・145. 149)は灰白色である。穿孔方法は片側穿孔のものが約 7割を占める。

棄玉(180~299) は、長さ 14~ 18.5阻、最大幅 5~7 皿の大型の棄玉(180~ 187 ) と、長さ 8~

12凹、最大幅4.2~ 6. 5阻の小型の薬玉(l88~299) がある。大型の藁玉には、琉泊製とみられる黒

褐色で軟質のもの(l80~185・187)が存在する。ほかの大多数の藁玉は、滑石製である。穿孔方

法は、棄玉の約 8 割が両側穿孔である。このうち 10点 (290~299) は、片側からの穿孔が 2 回行わ

れている。ほかに類をみない穿孔として、 296では直径約 1mmの小円孔が側面に 1か所穿たれて

いる。 290~299の 10点の棄玉は、すべて北群から出土している。

算盤玉 (300~479) は、すべて滑石製である。今回は総数295点のうち 180点を図示した。 算盤玉

は、オリーブ灰色と暗青灰色を呈すものが8割を占める。算盤玉も大・中・小の 3種が認められ

る 。最大径6.5~ 8mm' 厚さ 3~5mmの算盤玉を大型品 (300~348) 、最大径 5~6mm ・厚さ 2~

4mmの算盤玉を中型品 (349~479) 、最大径 3 ~ 4mm ・厚さ 2~4阻の算盤玉を小型品とした。 た

だし、小型品については、実測図を割愛した。このうち、多数を占める算盤玉は中型品である。

穿孔方法は、すべて片面穿孔である。このうち52点には端面の片面、 9点には上下両面に断面

iVJ字状(ロート状)の窪みをもっ例がある。ロート状窪みの代表例として374・435などがある。

また、穿孔は窪みの中心で行っている。

臼玉 (480~598) は、すべて滑石製である。今回は総数327点のうち 119点を図示した。 直径 5mm、

厚さ 2~4.1mmのものを中心に、径3. 8~6. 6mm、厚さ 1~5mmの範囲のものが出土している 。 臼

玉の側面は側面中央付近に稜をもつものが大多数を占め、整った円柱状に仕上げるものは僅かで、

ある。暗青灰色を呈すものが半数を占め、次にオリーブ色系のものが多い。穿孔方法は、すべて

片側穿孔である。

次に玉類の出土傾向についてみていくことにする。まず、玉類の分布状況を、玉の種類別にみ

ていく 。なお、ここで使用する法量分布図(第79・80図)や総延長などの数値は、完形品のみを対
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象とした。また、紙面の都合で省いた算盤玉・臼玉の数値も、ここでは含めている。

勾玉は、総数134点のうち約 8割が北群から出土した。大型の勾玉は、大多数が北群から出土

した。 北群の小型勾玉は、長さ 10~18mm、厚
15 

さ 3~4 皿のものが多数を占め、法量の統ー

が計られている。色調は、北群の大多数がオ

リーブ灰色で統ーされるが、南群は暗灰色・

緑灰色の濃色系の色調でばらつく 。

管玉は、総数48点のうち約 8割が北群から

出土した。少数ではあるが大型の管玉は、す

べて南群から出土している。

棄玉は、総数127点のうち約 7割が北群から

出土した。北群の棄玉は、長さ10mm、最大幅

5 ~ 6mm前後の個体が選ばれた傾向が強い。

6 南群には、大小 2種の棄玉が認められる。大

40 

型品は長さ 14~18.5mm、最大幅 5 ~ 7mmで、

にぶい黒褐色の色調をもっ。この大型の棄玉

は、北群には l点も含まれていない。

算盤玉は、南北でほぼ同数が出土した。北

群では径 4~ 5mm、厚さ 2 ~ 3mmの算盤玉が

総数150点のうち約 8割を占め、法量の統ーが

計られている。南群では、この範囲外にある

大型の算盤玉が多く存在する。色調は、勾玉

と同様に北群はオリーブ灰色の算盤玉が多数

を占める。南群は、暗青灰色の算盤玉が多い

傾向にある。

臼玉は、総数327点のうち約 9割が南群から

10 出土した。北群は、径 6mmの大型品が多数を

占める。南群は、径 5mmの臼玉を中心に、径

8 

4~6阻の範囲に広く分布している 。 色調は、

北群はオリーブ色系の臼玉が多い傾向にある。

南群では暗青灰色の臼玉が半数を占める。

以上、 B2号墳埋葬施設 SX12東主室出土

7 の玉類についてみてきた。その結果、枕石を

挟んだ北群と南群の間で、それぞれ異なる玉

第79図埋葬施設SX12東主室出土玉類法量分布図 類の出土傾向が確認できた。玉類の傾向は、
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以下のとおりである。

① 玉類の中でも、主要な位置を占める勾玉と管玉は、約 8割が北群から出土している。

② 勾玉の中でも、特別な位置を占めたとみられる丁字頭勾玉は、北群に含まれる。

③ 北群出土の勾玉・藁玉・算盤玉は、法量の統一性が顕著に現れる。

④ 色調は、北群はオリーブ灰色を中心に、明緑色系の玉類で構成される傾向が強い。

⑤ 4とは対称的に南群は、暗青灰色を中心に、濃色系の玉類で構成される傾向が強い。

また、それぞれの玉類を長さや厚さの総延長でみた場合、北群と南群間で興味深い結果が得ら

れた。玉類を種類別に糸を通した状態で連ねれば、北群の勾玉は全長36.21cmを測った。同様に、

管玉が42.57cm、裏玉が81.09cm、算盤玉が41.82cm、臼玉が10.83cmを測った。南群では、勾玉が

15.5cm、管玉が13.95cm、藁玉が36.48cm、算盤玉が49.5cm、臼玉が77.33cmを測る。北群と南群

で一連の玉として合計した場合、北群が212.52cm、南群が192.76cmで、概ね同じような数値が得

られた。南群から大量に出土した臼玉は、北群と南群の玉の長さを調整した玉とみることもでき

ょう 。

(永野宏樹)

4.まと め

内田山遺跡・内田山古墳群第 6次調査では、正陵尾根上から多数の遺構・遺物を検出した。内

田山遺跡としては、弥生時代後期中頃の竪穴式住居跡8基と溝、時期不明の掘立柱建物跡 l棟を

検出した。出土遺物では、弥生時代の土器と石器が遺物の大半を占めている。僅かながら奈良~

平安時代の土師器・須恵器も出土したことから、 SB 13はこの時期に属する可能性もある。

弥生時代の内田山遺跡は高地性集落である。遺跡の立地する木津町東部の正陵には、燈龍寺遺

跡・白口遺跡・赤ケ平遺跡・木津城山遺跡など、弥生時代後期の高地性集落が多く存在字誌。出

土土器の検討から、これらの高地性集落は、赤ヶ平遺跡・木津城山遺跡(後期前葉)から燈龍寺遺

跡(後期中葉)へと移る変遷が考えられる。内田山遺跡は、今回出土した弥生土器から燈龍寺遺跡

とおおむね同時期に位置づけられる。当地の高地性集落は、木津城山遺跡以降、小規模単位で周

辺丘陵に分散する状況にある。

内田山古墳群としては、新たに B2 号墳~B4 号墳を検出することができた。 尾根上にはさら

に数基の古墳が存在する可能性が高い。唯一、面的調査を行ったB2号墳では、墳正中央から特

色のある埋葬施設SX12を検出した。その特色とは以下のとおりである。

①埋葬施設は木棺直葬で、墓墳が2段墓墳である。

②棺は箱形木棺で、会長は約 5mと長大な長さをもっ。

③木棺内は数区画に分割し、埋葬主室に磯床や石枕を伴う 。

④ 1棺で複数埋葬を行う 。

このような埋葬施設は、北部九州から丹後地域にかけて、日本海側の古墳に類例が多い。特に

北部九州では博多湾周辺部、出雲半島から伯香西部、但馬では和田山盆地に集中する傾向が認め
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関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡平成17年度発掘調査概要

られる。また、古墳時代中期でも前半に属する小規模古墳に共通する。北部九州では査葉 l号墳

に代表される福岡県の博多湾周辺地域に、出雲では奥才古墳群にみられる出雲半島に、但馬では

茶すり山古墳に代表される和田山盆地周辺に、丹後では京丹後市に集中手詰。

(竹原一彦)

しようにんカさひら

(2)上人ヶ平 5 号墳

1 . はじめに

上人ヶ平 5号墳は、昭和13年に京都府によって造り出し部に相当する地点で発掘調査が行われ、

葺石の存在を確認するとともに、円筒埴輪が「塚の裾に寄った部分から丁字形の位置にj配され

ていることが明らかとなり、「所謂、帆立員式」の古墳の一例として注目された。「木津町市坂の

一苦績」として報告されたこの調査では、埴輪列を確認した後に埋め戻し作業が行われて、その

後、大きな改変もなく、長きにわたって保存されてきた。

しかし、昭和59年以降、住宅・都市整備公団(当時)による関西文化学術研究都市開発事業に伴

う事前調査が、当調査研究センターで実施され、市坂地区においても上人ヶ平 5号墳を中心に試

掘および、発掘調査が行わ北込。

この事前調査では、上人ヶ平 5号墳関連としては、昭和61年度に墳丘の北西部分にトレンチを

設定し、周溝部分の調査を実施し、周溝は 2段に掘り込まれ周溝幅約5.0m、深さ約0.6mで、ある

ことが明らかとなった。また、この調査では「市坂の一古墳jの立地する台地上には多くの古墳

が存在することが明らかとなり、木津町教育委員会と調整の上、本古墳を上人ヶ平 5号墳と命名

して調査を進めた。

昭和62年度は前年度の調査トレンチを拡張して調査を進めた結果、周溝外堤部の外側を幅0.4

m、深さ0.2mの溝で区画されていることが明らかとなった。また、昭和63年度・平成元年度に

は台地上全体を対象として全面的な調査を行い、上人ヶ平 5号墳では墳正の南東側と南西側で、

周溝と墳丘の埴輪列の一部を確認した。

上人ヶ平5号墳を含めて上人ヶ平遺跡の調査は平成元年度でおおよその調査を終了し、古墳群

は5号墳を含めた16基の古墳群からなること、奈良時代に平城宮へ瓦を供給した大規模な瓦工房

であることが明らかとなり、その重要性から遺跡の保存が決定された。

今回の上人ケ平5号墳の調査は、その上人ヶ平 5号墳を含めた上人ヶ平遺跡の保存決定を受け

て、公園整備計画が策定されたことに伴い、現状保存されていた 5号墳の埋葬施設の有無・古墳

の墳丘と規模の確認を行うため、独立行政法人都市再生機構の依頼を受け、「相楽都市計画事業

木津南特定土地改良区画整理事業jの一環として当調査研究センターが実施したものである。
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2.調査の経過

調査は、平成17年9月27日に着手し、墳頂部の撹乱部分を中心に調査を行うとともに、墳丘斜

面の一部確認と、北側と東側の周溝部分にトレンチを設定して周溝幅の確認調査を行った。今回

の調査で出土した埴輪は、埴輪列として原位置を保つものは現状のまま埋め戻し、周溝内に転落

したものや墳正斜面に散乱したもののみを取り上げた。調査成果の明らかになった平成18年1月

J3G 
口

O 

第81図 上人ヶ平遺跡遺構配置図(網点が今年度調査地)
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14日は現地説明会を開催し、約67名の参加があった。調査終了後は排土および土止めのための土

のうによる埋め戻し作業を実施し、平成18年 1月30日にすべての現地調査を終了した。

(石井清司)

3.検出遺構

(1)上人ヶ平遺跡

上人ヶ平 5号墳の墳E上では多数の中・近世の遺構を検出した。検出した遺構としては墳頂部

平坦面上の中・近世墓群とそれに伴う集石群、東トレンチの大型土坑と野井戸がある (第82図)。

中・近世墓群墳頂部の表土を掘削すると、ほぼ全面に拳大の川原石による集石が見られ、埴

輪片がその間に混在していた。墳頂部が撹乱されていることは明らかであったが、集石が面をな

していること、また集石が凝集して分布する部分が点在すること、 一部中世末期と思われる土器

片が混じること、などから下部に埋葬施設をもち、上部を集石で覆う中世墓である可能性を考慮

して、一部主体部の残存を確かめる目的を兼ねて断ち割り調査を行った。その結果、墳丘は約

40cmも掘り窪められて一旦平坦に造成され、集石が凝集する部分の下部のみならず、無数の土坑
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が穿たれており、それぞれが著しく切り合っている状況が確認された。また、墳頂部の撹乱坑壁

面では土坑内部に埴輪片が何らかの陥没に伴って落ち込んだ様子が確認され、その土坑の下部に

木棺の存在が予想された。以上の調査結果から、当初の予想通り、これらは中・近世墓群である

ことがほぼ明らかとなった。

不明土坑SK01 東トレンチ墳正寄りで検出した大型の土坑である。 トレンチ内での形状はほ

ぼ方形に近いが、南側に位置する過去の調査トレンチに向かつて続くと考えられ、墳正に沿って

やや湾曲する長方形状の土坑であると予想される。この土坑の埋土は40層以上にわたって極細砂

層とシルト層の互層が続き、各層の上面に酸化鉄の沈着が見られるため、 一定時間滞水して堆積

したものであると推測される。出土遺物が無く、遺構の時期は特定できない。

野井戸SE 01 東トレンチ墳丘寄りで検出した円形の井戸状の遺構である。埋土が比較的新し

く、最下層に腐食土層があるため、野井戸と判断した。なお、この野井戸によって、下層の古墳

の葺石は一部撹乱を被っている。

民
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第83図 上人ヶ平 5号墳調査トレンチ配置図
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(2)上人ヶ平5号墳

上人ヶ平 5号墳は、北トレンチ、東トレンチ、墳頂部トレンチおよび、西トレンチと造り出し

部の調査を行った(第83図)。なお、この調査は史跡公園化に向けての資料を得るための調査であ

るため、原則として原位置を保つと判断される遺物については取り上げていない。後述する出土

遺物の節において、円筒埴輪の基部が極端に少ないのはこのためである。また、西トレンチは墳

正の残存状況が良好であると推測されるため、本来の墳丘斜面の検出を取りやめ、埴輪・葺石の

散乱状況の検出、散乱した埴輪の回収に止めた。以下、それぞれの調査区の状況について概略を

述べる。

1)北卜レンチ(第84・85図)

上人ヶ平 5号墳の墳丘のっち、改変が著しい北から東にかけての、墳正の残存状況を確認する

目的で設定したトレンチである。また、墳丘 l段目テラスと周溝底面、周溝外周との関係を把握

するため、周溝底までの断ち割りを実施した。

墳丘斜面 墳正の北斜面は大きく扶れており、現地表に穿たれた地境溝は墳丘をかなり削平し

た上で墳正中心部寄りを通っていると予想していた。しかし、表土を掘削して墳丘斜面を検出し

た結果、地表に露出している墳丘部と地下に埋没していた墳丘斜面とは、一連のものとなり、墳

頂部近くの墳正は埋没していた墳正斜面よりも斜度が大きくなっていることが判明した。地上に

露出していた墳正部には原位置を保つ葺石は存在せず、墳正盛土の自然流出や、前述の中・近世

墓の造営による削平を考えると、現状以上に斜面の斜度は大きかったことが予想される。ちなみ

に埋没していた墳丘の斜面の斜度は約200、地上に露出していた墳Eの斜度は250前後を測る。墳

丘第 l段目の斜面は後世の削平によってかなり失われており、断ち割りの底で高さにして約30cm

残っていたに過ぎない。断ち割りからは原位置を留めたものはおろか、墳正第 l段目の斜面から

転落したと思われる葺石すら検出されず、墳E第 l段目の斜面には葺石が施されていなかったこ

とが判明した。

葺石 茸石は墳丘2段目の斜面に葺かれていたが、後世に掘られた横穴によって大きく破壊を

受けていた。したがって残存状況は必ずしも良好とはいえなかったが、斜面の下端部には比較的

まとまって原位置を保つものが残存していた。 葺石はまず墳li2 段目の下端部に長軸が25~30cm

大の基底石を並べ、この上に拳大から小児人頭大までの川原石を、墳丘側が低くなるように葺き

上げている。調査した範囲の中では墳正斜面を縦に区画する区画列は認められなかった。

埴輪列 埴輪列は墳正第 l段目テラス上に葺石の基底列から約60cm外側で検出した。ただし、

先述した横穴と、墳E第 l段目の削平によって埴輪はその多くを失っており、原位置を保つ基底

部を確認できたのはわずかに 4個体に過ぎない。これらの埴輪は据え付け溝を布掘りした上に基

底部のみならず、 2段目まで埋めて固定されていた。第92図21、第94図42は埴輪列東端から出土

した個体である。42は朝顔形埴輪であるため、ここには朝顔形埴輪が樹立されていたことが判明

した。転落石上で検出した埴輪片の中には長方形透かしをもっ円筒埴輪が含まれていた(第91図

7・第92図13)これらは出土位置から、葺石が転落した時もしくは転落後にこの出土位置まで転
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E
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落してきたと考えられるため、墳頂部から転落した可能性が高い。また、後世の横穴には蓋形埴

輪 (第96図48~ 50) がまとめて投棄されていた。 なお、北トレンチ周辺の円筒埴輪は硬質なものと

軟質なものとが混在しており、明確な使い分けはなかったと推定される。

北トレンチ内および過去の調査における北トレンチの延長上では周溝外周の円筒埴輪列は見つ

かっていない。しかし、 トレンチ北端部や断ち割りにおいて、周溝外周の円筒埴輪列のものと思

われる埴輪片が出土した。中でも断ち割り中央部で出土した埴輪片には帆船と想われる船の線刻

∞
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第84図 北トレ ンチ平面図および土層断面図(転落葺石除去後)
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があるものがある(第91図4)。 これは淀川・木津川水運との関連が指摘されているものであり、

当古墳の被葬者像の推定に興味深い資料を提供することとなまた。

墳正第 1段目の削平 前述したように、墳正第 l段目は埋没する以前に削平を受けている。第

84図を見れば明らかなように、墳正第 l段目テラスは埴輪列の前面から削り込まれ、削り込んだ

底面から水平に面が形成されている。この水平面は過去の調査で明らかとなっている周溝内のテ
(注9)

ラスと同一の高さを保っている。このことは周溝外縁部のテラスが、古墳築造時の遺構ではない

ことを示している可能性がある。詳しくは後述する他の調査地点の状況を踏まえて述べる。

墳正の埋没 トレンチの断面観察により、先述の削平部分は白色の粘土によ って埋没している。

これは過去の調査時に指摘された上人ヶ平遺跡や市坂瓦窯で行われた粘土の水簸作業などによっ

て沈殿した粘土で、ある可能性も ~l~ 。 しかしその上層に堆積したものはほとんどが粗砂 ・ 細砂の
薄い互層であり、 一見して洪水堆積と分かるものである。また、部分的にこの洪水層を切って走

る流路もあり、複数回の洪水によ って堆積したものであることが分かつた。

2)東トレンチ(第86・87図)

東 トレンチも北 トレンチと同様、改変の著しい東半部の残存状況を把握するために設定した。

墳E斜面 東 トレンチでは地境溝から 1m以上も離れた地点から東側に残存する墳正第 2段目

斜面上端を検出した。ここではトレンチ内において、墳E第2段目斜面の途中から斜度が大きく

なる状況が確認された。地上に露出していた墳正部の斜面は地境溝による削平が著しく、何ら知

見を得ることはできなかった。

葺石 東 トレンチでは茸石の絶対量が北トレンチと比較するとやや少ないように思える。第86

図の転落石を外した状況においても、第87図の転落石の出土状況図を見比べても、北トレンチの

2 ~ 3 割は少ないように思える 。 基底列は北トレンチを同様、長軸25~35cmの川原石を墳正第 2

段目の下端部にめぐらしているが、 l石分抜けている箇所があり、その周辺も、原位置を保つ葺

石が存在しなかった。

埴輪列 埴輪列は墳正第 1段目テラス上および周溝外周平坦面上で検出した。墳正第 l段目テ

ラス上で検出した埴輪列は原位置を保つものが6個体あり、やはり 2段固 まで埋め込んでいた。

それぞれの円筒埴輪は直径が約30cm前後のもので、隙間無く並べられていた。茸石の基底列から

は南端の個体が約60cm、北端の個体が約80cm離れていた。このことは円筒埴輪列は葺石の描く円

弧とは必ずしも完全な同心円とはならないこと示している。この 6個体の円筒埴輪は須恵質のも

のもあれば、今にも土に帰りそうなほど軟質なものまで含まれており、やはり、焼成の違いによ

る使い分けは見られない。第92図14・15は埴輪列北から 1本目の個体、第91図2・3は北から 2

本自の埴輪、第91図1は北から 4個体目の埴輪、第94図43・44は北から 5個体目の埴輪、第四図

20は最も南の個体である。43・44は朝顔形埴輪であるため、ここには朝顔形埴輪が樹立されてい

たことがわかる。また14・15の北に接して45・47の朝顔形埴輪が出土している。14・15は普通円

筒形埴輪であることが確実で、あるため、この北に隣接して樹立していた埴輪が朝顔形埴輪であっ

たのであろう 。そうすると朝顔形埴輪は 5本に l本の割合で樹立されていたことが推定される。

4
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第86図 東トレンチ平面図および土層断面図(転落葺石除去後)

F
h
d
 

nノ
釘

句

E
ム

ae 
2
 

供。
の

tae 
---x

 

Y=ー16696

Y=司堕盟主

Y=ー16692

Y=ー16690

Y=ー16688

Y=ー16686

Y=-16684 



京都府遺跡調査概報第124冊

f ノーー、~

I / 

eo 
内
ζ6

 
2
 

auマ1
 --

V
A
 

|
 

司 。
44 43 1・37

O 

第87図 東トレンチ葺石・埴輪検出状況図(転落葺石除去前)
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周溝外周平坦面上の埴輪列は平坦面の最も墳正側に埴輪の中心間で約 1m、器壁間で約60cmの

間隔を空けながら、それぞれに樹立用の円形の土坑を穿ち、 2段目まで埋め込んでいる。 l基の

円坑には円筒埴輪の基部は残存していなかったが、埋土から埴輪片が出土したため、当初樹立し

ていた埴輪が引き抜かれたものと判断される。

墳正第 1段目の削平 北トレンチと同様に墳正第 l段目のテラスでは埴輪列の前面まで削平が

及んでいたと考えられる。また、周溝外周は一部埴輪列にまで削平の上端が及んでいる。

墳圧の埋没 東トレンチでも削平の及んだ第 1段目テラスの上面まで白色の粘土が堆積し、そ

の上層は洪水砂層で覆われていた。瓦窯に伴う工房として機能し終えた以降は度重なる洪水によ

って墳丘東半が埋没したことが再確認された。中・近世墓群はその後、形成されたことが判明し

た。地境溝、野井戸などは埋土の新しさから推測してそれ以降、かなり新しい時期に耕地化され

る際に掘られたものだろう 。

3)酉卜レンチ(第88図)

西トレンチも墳正の残存状況を把握するために設定したトレンチであるが、調査中に埴輪の散

乱状況が著しいことと、その下部に後世の盛り土が厚く堆積していることが判明し、墳丘が良好

な状況で残存していることが推測された。そこであえて墳正斜面の検出は行わず、埴輪の散乱状

況の図化に止め、墳正の保全を図った。西トレンチでは地境溝などの掘削に伴う排土が葺石の上

に盛り上げられており、この上に埴輪片が無数に散乱していた。また、これに混じって原位置を

動かされた葺石も認められた。さらに明治以降の陶磁器片も少量認められたため、この埴輪片は
(注11)

梅原末治氏の調査時以前の盗掘と関連があると思われる。また、地境溝に削られた墳正斜面下部

の崖面では葺石の基底列が露出していた。したがって、造り出し部に面した部分では地境溝は墳

丘第 l段目テラスと墳正第2段目との屈曲点をねらって掘削されたものであることが判明した。

4)造り出し部(第88図)

造り出し部はすでに調査されていたが、梅原氏の調査した墳正部分の埴輪列と当調査研究セン

ターが調査した造り出し部の埴輪列との連接の状況は不明確であった。今回の調査では、残る未

調査部分の残存状況とともに、この埴輪列の関係を明らかにするための調査を行った。その結果、

南から円弧を描きながら並んできた埴輪列が、第88図31あたりから直線的に葺石の基底列に近づ

く様子が観察され、地境溝によって断ち切られるまで続くことが判明した。この状況は、梅原氏

の報告にある平面図(第89図)とほぼ完全に整合した。余談であるが、このことが判明したのは、

梅原氏が調査したときに、みだりに埴輪を抜き取らず、原位置に止めておいてあったことによる。

後世に残る古墳を調査する際の氏の姿勢が伺える。さらに、過去の当調査研究センターの調査時

に造り出し部上の埴輪列の抜き取り痕として報告した円形の土坑の底に、今回の調査において、
(注12)

円筒埴輪の底部片が原位置を保って残されていることが判明した。これらの結果、造り出し部の

埴輪列は東西3.0m、南北4.4mのほほ長方形を呈することが判明した。

5)墳頂部

墳頂部は、既述したように後世の中・近世墓や盗掘、大きく掘られた撹乱坑によって荒らされ
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第88図 西トレンチ・造り出し部葺石・埴輪検出状況図(過去の調査成果と合成)

-128-

X=-142625 

か 14話盗



関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡平成17年度発掘調査概要

ており、古墳本来の墳頂部平坦面は全く残

っていなかった。それでも一棲の望みを託

して精査した結果、主体部状の落込みを検

出した(第90図)。 しかし、これも断ち割り

の底から何も副葬品らしきものが出土せ

ず、全体の形状も不安定であることから、

古墳の埋葬施設であると断定することは難

しい。

墳頂部からは中・近世墓に伴う集石群と

ともに、多数の埴輪片が出土した。埴輪片

は集石下部の土壌埋土中にも含まれてい

た。また、西トレンチで出土した埴輪片が

本来墳頂部にあったものとすると、墳頂部

にあった埴輪片はかなりの量に上る。この

ことから墳頂部にも本来は埴輪列が存在し

た可能性が高いと考えられる。
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第89図 昭和13年検出埴輪列平面図(注6梅原文献より )

4.出土遺物

今回の調査で出土した遺物は、上人ヶ平5号墳に伴う埴輪類のほか、墳E上に営まれた中・近

世墓や撹乱などに伴う土器片がある。出土遺物の大半は、埴輪であるため、ここでは埴輪類に限

って報告する。

今回の調査で出土した :DJS 

埴輪の数量はコンテナ数

にして33箱分を数える。

東トレンチ、北トレンチ

造り出し部の周溝、墳頂 a n ¥¥ IJ a 

部から出土した。出土埴

輪は、円筒埴輪が大半を----
下 干

-，，1 ~\~アl¥ 占めるが、朝顔形埴輪や

形象埴輪(蓋形埴輪・盾
a 

tlllli L=59. 5m 

形埴輪・家形埴輪など)

も一定量認められ、その 事P司君主怒鳴:容認思索守幸吉野校寝返双方波哲?尽::m:~:::::::m::よ

うち図化できたもの62点 O 2m 

について報告する。全体
第90図 主体部状落ち込み平面図
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的に焼成が良好で硬質のものが多く、土師質と須恵質のものが見られるが、いずれも黒斑は認め

られないことから、本古墳の埴輪はすべて害窯焼成の所産である。出土トレンチと遺物の対応関

係は、東トレンチから 1~3 、 5 、 10~12、 14~18、 20、 22 、 27 、 28 、 30、 32 、 33 、 35 、 37、 38 、

43 、 44 、 45~47、 59 、 60、 62が、北トレンチから 4 、 6 、 7 、 9 、 13、 19 、 21 、 23 、 29、 34 、 40、

48~50、 54 、 55 、 58が、造り出し部から8、 24~26、 31 、 36 、 39 、 41 、 42 、 61が、墳頂部から 51

~53、 56 、 57が出土した。

(1)円筒埴輪

今回報告する資料は、破片資料が大半で、残存状況の良い個体でも最大で 4~5 段分に復原で

きたにすぎない。段数復原には、過去の報告をもとに 5号墳出土円筒埴輪の全体形態を参考にし

た。 それによれば、上人ヶ平 5 号墳の円筒埴輪は、器高60~70cm、口径30~35cm前後、底径25~

30cm前後におさまる法量であり、段数構成はすべて 6条7段構成となっている。透孔は円形と方

形の 2種類が認められ、円形透孔は、原則として 3段目と 5段目に直交して穿孔を行う 。方形透

孔は、 6段目に、 5段目の円形透孔と直交する方向に穿たれる。これは、上人ヶ平古墳群出土埴

輪の類型設定でいう A類に該当子2。

以下、この穿孔方式に従って遺物の段数を復原し記述を行つ 。その際、最下段を底部とし、そ

の上段を 2段目、その上段を 3段目というように数えることとする。ちなみに、対象資料の突帯

は、いずれも器壁から約 1~ 1. 5cm突出し、突帯形態が台形状もしくは iMJ字状を呈するとい

う傾向が共通して認められる。突帯については、説明が煩雑になるため割愛し、全体傾向として

のみ留めておく 。

1 ~15までは口縁部の残存する資料である。口縁部の形態によって、普通口縁( 1 ~ 10)と折り

曲げ口縁(11~ 15)の二者に分けられる。

1は、 3段目上半部から口縁部まで残存する資料で、 5段目に透孔が認められる。口径35cm、

口縁部高6.0cm、突帯間隔は上から)11買に8.7cm、8.5cm、9.1cmを測る。口縁端部は、端部外面のナ

デが強いために外方にやや突出した形態を呈する。外面はいずれの段も Bc種ヨコj与 を施し、

5 段目では静止痕がやや左に傾く 。 内面調整は、 3~4 段目ではナナメハケ後突帯内面をナデ調

整し、 5段目中位から上段は、下段のナナメハケの上からヨコハケが施される。なお、 5条目突

帯の内面の接合痕に 5段固までのヨコハケ調整が潜り込む状況が観察でき、接合痕より上にあた

る6段目と口縁部では改めてヨコハケが施される。こうした状況から、 5段目と 6段目の境にあ

たる 5条目突帯付近で積み上げ行為が休止されたことがうかがえる。

2・3は色調と焼成の程度が異なるが、突帯形状や調整方法、ハケメが類似することから同一

個体と考えられる。2は5段目上半から口縁部までの資料で、 3は2段目上半から 5段目下半部

までの資料に該当する。 5段目において両者に接点は認められなかった。2は口径31.7cm、口縁

部高5.3cm、突帯間隔10cmを測る。外面調整は、静止痕が明瞭なB種ヨコハケ調整であるが、突

帯間の中位に施すのみで終わり、上下には一次調整のタテハケが広範囲に残存するのが特徴であ

る。内面はナデとナナメハケを併用しており、口縁部のみ板ナデ状のナデが施される。3は体部
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径が32.4cmに復原でき、突帯間隔は上から9.7cm、10cmを測る。3段目には円形透孔が認められ、

外面調整は 2と同様の様相を示す。内面調整は 2段目上半部から 4段目にかけてヨコハケもしく

はナナメハケを施し、突帯の内面は再度ヨコナデがなされる。4段目中位の接合痕に 2段目から

の調整が潜り込んで、おり、ここで積み上げが休止されたと思われる。

4は端部を欠損しているが、下段に線刻があることや外反する形態から口縁部に復原できる。

体部径は27.6cmで、想定される口径は32.5cm前後である。内面はヨコハケ調整を施し、外面はB

種ヨコハケを行い、一次調整のタテハケが一部に残存する。船を表したと思われる線刻は、 2本

弧線を配し、それに短い 3本の直線を交叉させたもので、舟体と擢を表現したものとみられる。

5は、口径28cm、口縁部高5.2cmを測り、ほかの資料に比べ器壁が厚いのが特徴である。口縁

端部は丸みを帯ぴた形状を呈する。内面は磨滅により調整が不明瞭であるが、わずかにヨコハケ

が確認できる。外面調整にはヨコハケを用いる。

6は口径38cm、口縁部高6.8cmである。口縁部はゆるやかに外反し、口縁端部はやや外方に突

出するようにつまみナデを施す。内面調整はヨコハケで、外面は右上がりのナナメハケを施す。

通有のナナメハケとは施行方向が逆になることから左利き工人による製作であると思われる。同

様の特徴は 9にも認められ、両者は焼成・色調・突帯形状が類似することから、同一個体もしく

は同一工人による製作である可能性が考えられる。

7は長方形透孔を有する個体で、口径30.1cm、口縁部高6.4cmに復原で、きる。内面はナデ調整

の後、口縁部のみヨコハケを施す。外面はヨコハケ調整であり、左に傾く静止痕がかすかに確認

できる。8は、口縁部高5.7cmを測り、口縁部は直立する形態を有する。内面はナデの後、口縁

部のみヨコハケを行う 。外面はヨコハケ調整である。

9は口縁部高6.1cmで、内面にナナメハケ、外面に右上がりのナナメハケを施した資料である。

6と同様に、ハケ調整が右上がりに施される例である。

10は、口縁部高5.3cmを測る。内面調整にナナメナデ、外面調整にヨコハケを用いる。内面に

は線刻が認められ、横方向の直線を線刻後、それに直交するように平行する 3本線を線刻する。

一方、折り曲げ口縁の資料群には、ナデによって口縁端部を屈曲させるもの(11・13・14・15)

と、粘土紐貼り付けによって口縁端部を肥厚させるもの(12)との 2種類が認められる。

12は、口縁部高7.2cmを測り、外面はヨコハケ、内面はタテハケ調整後ユピオサエを施す。外

面のヨコハケには薄く静止痕が確認できる。

11 ・ 13~15はいずれも内外面ヨコハケ調整を施す個体である。そのうち、 13は高温焼成によっ

て焼き歪んだ資料で楕円形を呈し、口縁部高6.0cm、突帯間隔9.5cmを測る。口縁部直下の段(6 

段目)に長方形透孔、その下段(5段目)に円形透孔が直交して穿たれている。外面には、 4本足の

動物のような線刻が見られる。外面調整は一次調整ナナメナデ後、 Bc種ヨコハケを施すが静止

痕は明瞭で、はない。内面調整は、下半部がナデ調整で 6段目の中程から断続的なヨコハケ調整に

変化する。

14は5段目から口縁部まで残存し、口径36cm、口縁部高6.1cm、突帯間隔10.2cmに復原で、きる。

つ山内ぺU1
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外面調整は静止痕がやや不明瞭であるがBd種ヨコハケを施し、突帯間隔の中位に一次調整のタ

テハケが顕著に認められる。内面調整は、 5段目の中位付近まで成形してヨコハケを施した後、

その上の段を積み上げてナデ調整を行い、さらに 6段目以上には密なヨコハケ調整が施されてい

る。また、この14と同一個体と考えられる資料に15があり、透孔の配置から15は2・3段目に該

当すると思われる。体部径は28.8cmで、 14と同様の外面調整を施す。内面調整はヨコハケとナデ

が認められ、下半部のヨコハケ調整の上から、突帯内面の接合痕付近にヨコナデが施される。

16はほかの資料よりも口縁端部の突出度が高いのが特徴であり、口縁部高は6.9cmを測る。

17~ 19は底部の資料である 。 17は底径30cmで一次調整に横方向の板ナデもしくはユピナデを施

した後、 二次調整にタテハケを行う 。内面はタテハケとユピナデを併用し、底端部にはヨコナデ

を施す。18は底部から 3段目下半部まで残存し、 3段目には透孔が確認される。底径29.4cm、突

帯間隔8.6cmである。外面調整は、底部から 2段目まで連続するタテハケを行っており、その後2

段目にはヨコハケを施す。底端部にはタテハケを切る横方向の擦痕が顕著に認められ、突帯間隔

設定時の工具痕跡と考えられる。内面調整は、底端部から 2段目にかけてタテハケを施す。

19は底部から 3段目までの資料で，底径28.8cm、底部高8.7cm、突帯間隔8.2cmを測る。3段目

に円形透孔を有し、内面調整はナデ、外面は全段ともタテハケ調整を用い、底端部に設定工具の

擦痕が認められる。突帯下辺部には突帯の成形および整形に伴う爪痕が、突帯に平行して沈線状

に確認でき、こうした爪痕は21と26にも認められる。これら三者は部位や調整方法が異なってい

るが、突帯形状、ハケメ、胎土、色調の類似性から同一個体の可能性がある。

20~27は、胴部径の復原が可能な資料で、 3 通りの内外面調整が確認できる 。 20 ・ 21 ・ 23 ・ 26

は、外面にヨコハケ、内面にナデを用い、 22. 27は外面にヨコハケ、内面にナナメ・タテハケを

用いる。

24・25は外面を板ナデ、内面をナデで仕上げている。20は、胴部径30cm、突帯間隔9.8cmを測

り、円形透孔を有する資料である。明瞭な静止痕は持たないが、 Bc種ヨコハケを採用している。

内面はヨコハケ後、下から縦方向に一連の動作でユピナデが施される。

21は、胴部径が26cmで、内面にナデを用いる。下段の外面調整ではBd種ヨコハケ調整を採用し

ており、強い傾斜の右上がりの静止痕が見られる。上段ではヨコハケ後タテハケが施されており、

段を境に外面調整が変化している。22は、円形透孔を有する胴部径28.2cmの資料である。外面は

静止痕の浅いヨコハケ調整を施し、 一次タテハケ調整が残存している。内面は、下半部がナデ調

整であるが、突帯内面から上部ではヨコハケを行う 。23は、体部径27.3cmを測り、内面調整にナ

デ、外面調整にBd種ヨコハケを用い、左上がりの静止痕が確認できる。

24・25はそれぞれ体部径が36.6cm、36.8cmに復原できる。24は突帯が剥離しており、設定工具

の2条凹線が確認できる。26は体部径31.6cm、突帯間隔8.4cmを測り、突帯下辺部に19・21と同

様の爪痕が認められる。27は内外面ともハケ調整を行う個体で、胴部径は28.2cmで、ある。内面は、

タテハケ後突帯内面にユピオサエが確認される。外面はBd種ヨコハケで右上がりの静止痕をも

っ。突帯は扇平で平らな面を持っており、突帯成形時の板押さえ後、台形状に整形していない状

4
4
 

q
J
 

司

E
A



関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡平成17年度発掘調査概要

11 

1¥ 

26 

'1 
1 ， 

母 f長 28
11 

I {  

'1 守 T 31 

11 30 II 

¥ ¥ 

r-可 r-、
I I 1 I 

1 1 32 dJF骨珂
‘l 

II 

11 

1 I 

39 

O 30cm 
11 

第93図 出土埴輪実測図(3) 円筒埴輪

-135-

H
n
ハけハ川
U
H



京都府遺跡調査概報第124冊

況がうかがえる。また、突帯上面には木目のような条線が認められる。

28~41は径の復原ができなかった破片資料である 。 28~ 32 ・ 35は外面ヨコハケ、内面ナナメハ

ケもしくはタテハケを施す資料である。33. 34・39・41は外面をヨコハケ、内面をナデ調整する

もので、 36・37は外面を板ナデ調整、内面をナデ調整する資料である。40のみ外面をタテハケ、

内面をナデで仕上げている。そのうち、 34は長方形透孔の右角が確認できる。38は ixJの線刻

が認められる小破片である。

(2)朝顔形埴輪

、・、 42
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第94図 出土埴輪実測図(4) 朝顔形埴輪
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42から47までの資料が該当する。頚部から口縁部の資料はすべて外面タテハケ、内面ヨコハケ

を施す。体部の資料は、内面はすべてナデ調整であるが、外面調整には胴部から肩部までをヨコ

ハケ調整を施すものと、 13のように肩部外面にタテハケを施すものの 2種類が確認される。口縁

部の成形方法は、 一次口縁を成形した後、 二次口縁を積み上げ、突帯を貼り付けたもので、過去

の報告でいう「口縁部分割成形jに該当乎18。

42は口縁部から頚部にかけて復原される資料であり、口径62.7cm、頚部径33.6cmを測る。内面

には、頚部突帯の少し上の箇所と口縁部突帯内面の箇所に接合痕が確認できる。それらは頚部突

帯内面のナデ調整を切る形で一次口縁の粘土が積み上げられおり、同様に口縁部突帯の内面にお

いても一次口縁内面ナデ調整の上から二次口縁の粘土紐積み上げが行われている。いずれの段も

積み上げ終了後にヨコハケを全面に施したのち、粘土紐積み上げに当たる箇所を再度ナデ調整し

ながら製作している。内面調整と対応する形で外面調整も施されており、一次口縁の接合痕と閉

じ高さにタテハケの起点が確認できる。また、成形および整形を終えた口縁部突帯の上面にはタ

テハケの起点が集中して認められる。二次口縁では全面タテハケ後に部分的にヨコハケを施して

いる。

43と44は同一個体だが、接点が僅かなので個々に図示しているが、全体形態としては 7条突帯

の朝顔形埴輪に復原でき、 2段目から口縁部まで残存する資料である。

43は頚部直上から口縁端部までの資料で、口径は63cmを測る。一次口縁部内面のヨコハケ調整

が口縁部突帯内面の接合痕に潜り込んでいることから、口縁部突帯まで成形・調整した後に二次

口縁の粘土を積み上げ、ナデ調整している状況がうかがえる。さらに、そのナデ調整を切る形で

二次口縁部の内面調整のヨコハケが施されている。また、 一次口縁部の内面全体に焼成前塗布さ

れた赤色顔料がみられる。しかも、突帯の接合痕に入り込んでいることから、二次口縁を積み上

げる前に赤色顔料が塗布された

と考え られる。外面調整は、 一

次・ 二次口縁ともにタテハケ調

整である。突帯剥離面には、突

帯貼り付けに際してのナデが確

認できる。

44は2段目から頚部までの資 / 
46 

料で、透孔が6段目と 3段目に

穿たれている。胴部径は33.3cm

で、突帯間隔は上から順に5.3cm

47 

8.0cm、8.5cm、8.6cmを潰Uる。 6

段目には円形透孔に直交する位

置に、直径1.9cmの小孔が副次的

に穿たれており注目される。ま
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た、 6 段目には I~J のようなヘラ記号が認められる 。 最上段を除く胴部の外面調整は B c種ヨ

コハケであり、肩部外面は 3段に渡ってヨコハケが施されている。最上段のみナデ調整で仕上げ

られている。内面調整は、 4. 5段目までは左上がりのナナメナデで、 6段目はハケ後ナデ、 7

段目はヨコナデ、肩部はタテ・ナナメナデ、頚部はヨコハケを行う 。6段目中位の接合痕にハケ

調整が潜り込むことから、ここが積み上げ休止ラインであると考えられる。

45は二次口縁に当たる部位で、口径は53.4cmに復原できる。口縁端部が屈曲する形態を呈し、

外面調整はタテハケで、内面調整は密にヨコハケを施す。

46は頚部に該当し頚部径24cmを測る。内面調整はナデで外面調整はタテハケを用いており、突

帯剥離面にタテハケ調整が確認できる。47は肩部から頚部までの資料で、頚部径15.9cm、体部径

30cmを測り、非常に焼成が良好で須恵質を呈する。最上段突帯のやや上の箇所で接合痕が確認で

き、接合痕以下はヨコナデ、接合痕以上ではタテナデ調整がなされている。また頚部でも明瞭な

接合痕があり、それを境にヨコハケ調整に変わる。調整方法が接合痕を境に変化することから、

肩部の成形に際して、肩部から頚部までが一連の積み上げ単位であることが窺える。外面調整は

ヨコハケであり、肩部ではヨコハケを 3~4 団施している 。 頚部突帯の剥離面では一次タテハケ

調整が確認でき、タテハケの上から施された工具痕が複数箇所に平行して確認される。

(3)形象埴輪

48~55は蓋形埴輪に該当する資料である 。 48~50は立飾りの羽根で、この三者は接合が可能な

資料である。第97図にこれらの合成図を示している。文様構成は、輪郭に沿って 2本の沈線で縁

取りをし、縁取りに沿ってその聞を約 3cm間隔で、内枠線を l条ずつ 2本施す。内枠線の空間を直

交する方向に 2本単位の線刻を行い、この 2本線の上部に長方形の透孔を穿つ。

48・49は羽根の上半部に該当する資料で、両者は左右で接合し、下方から見ると直角に組み合

う。いずれも 2本の柱状粘土を軸として粘土紐を水平方向に積み上げ、調整を施している。下半

部との接合面には接着目的の刻み目が転写され凸状を呈している。

50は48の下面に接合する個体で、立飾りの下半部と受け部に該当し、受け部の立ち上がり部分

に立飾り下半部が接着した状態となっている。それらの接着後、受け部中央から数本の刻み目を

連続して施し、立飾り上半部(48)との接着を図っている。製作手順としては、立ち上がらせた受

け部端面に立飾り羽部の下半部を積み上げた後、刻み目を入れ、その上に羽根の上半分を積み上

げるという成形過程が復原できる。立飾りの製作技法については、復原されることは稀であるた

め、今回の資料は蓋形埴輪の立飾りの製作方法を考えるうえで良好な材料となろう 。

51・52も立飾りの羽根である。胎土・色調・焼成が酷似することから両者は同一個体である可

能性が高い。先の48-50までの資料よりも器壁が均等に薄く仕上げられており、印象が異なるが、

どちらも 48~50 と同様の文様構成を有する 。

53~55は笠部の資料である 。 53は笠部下端に該当する 。 内面調整はナデで、外面はヨコハケ調

整後線刻を施す。下端に平行する直線を線刻後、それに直交する 3本線を上から線刻している。

端部突帯の剥離面にはヨコハケが確認できる。54は笠部と体部との接合部分で、内外面ともナデ

。。
円
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(下方から見た図)

調整が施される。胴部と笠部の接合痕

に、接合に際しての接着目的と思われ

る刻み目が観察される。また、体部と

笠部との聞には空間を補充したと思わ

れる粘土が確認できる。55も笠部と体

部との接合部分である。外面にはナナ

メハケ後に 3本線の線刻が施されてい

る。

56は、鳥形埴輪の羽根部分もしくは

甲胃形埴輪の肩甲部分と思われる資料

で、ゆるやかに湾曲する形態を呈する。

内外面ともナデ調整で、外面には 4本

の線刻が確認される。

57は盾形埴輪の盾面に該当し、鋸歯

文が確認される。58は不明形象破片で、

刻み目が施されている。59は、家形埴

輪の裾廻り突帯のコーナ一部分に該当

し、上面にハケ調整が施されている。

60~62は不明形象破片である 。 60は

ゆるやかなカーブを描き、内外面とも

ナデ調整である。外面に赤色顔料が飛

沫したような痕跡が残る。61は径が小さい円筒状の形態で、水平に 4本の沈線が描かれている。

62は、粘土板が接合した状態のもので、家形埴輪の一部もしくは人物埴輪の服裾が考えられる。

o 30cm 

第97図蓋形埴輪 (48~50)接合状況図

内面はナデ調整で、外面は細かなハケ調整が施される。

(4)上人ヶ平5号墳の埴輪について

最後に、蓋形埴輪と円筒埴輪の特徴をもとに埴輪の編年的位置付けを行うとともに、派生する

問題についても触れておきたい。

1)蓋形埴輪

今回確認できた蓋形埴輪の立飾りは、いずれも外側に 2段の鰭をもち、羽根本体には 2条の外

縁線と l条の内枠線で区画した空間に二つの長方形透孔を穿つもので、最上辺が円弧状を呈する。

これと同様の特徴をもっ資料は、上人ヶ平古墳群中の16号墳出土の蓋形埴輪にも認められる。5

号墳と 16号墳とでは円筒埴輪も類似することから、同時期に同じ埴輪窯からの供給を受けた可能

性が高いと思われる。

この蓋形埴輪に見られる特徴のうち、最上辺が円弧状である点や、外側の鰭を上下段に分割す

る点、羽部中央に長方形透孔を穿つという点は誉田御廟山古墳(応神陵古墳)に初現があること

140 
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ぷ12、5号墳は誉回御廟山古墳よりも後出する時期に位置付けられよう 。笠部についても同様に、

笠部下端部突帯の存在や 3条一帯の文様から川西編年荷崩に併行する時期を示し、円筒埴輪の編

年観と矛盾しない。

さて、この上人ヶ平 5号墳出土の蓋形埴輪に類似する事例を、近隣の地に求めるならば、音乗

谷古墳の報告内に提示されている 5世紀の特徴を示した蓋形埴輪が該当子18。音乗谷古墳は 6世

紀前半の前方後円墳(全長22m)で、後期の埴輪が主体となるため、当該資料は当古墳に伴う可能

性は低いとされている。しかし、音乗谷古墳近傍に存在した古墳のものであることまで否定され

るわけではない。同資料は、長方形透孔を羽根本体に 2つ穿孔したもので、鰭部分に線刻はなく、

5号墳のものと同じ文様構成をもっ。音乗谷古墳例は、 4枚の羽根が接合した状態で、立飾り下

半部には受け部からの剥離面が認められ、その面には受け皿との接着を図った刻み目が施されて

いる 。 これは 5 号墳の48~50の資料で確認できた痕跡と同じ様相を呈しており、同じ製作技法が

確認できる点で重要である。両者は同じ奈良山正陵上の東西に位置し、地理的な親縁性から、 5

号墳と同一集団もしくは同一生産地からの供給を受けた可能性が十分見込まれる。また、破片資

料ではあるが、城陽市芭蕉塚古墳(全長114m)出土の蓋形埴輪にも、 5号墳の資料と類似する文

様構成が確認で銭。

2) 円筒埴輪

円筒埴輪は、過去に報告された 5号墳の円筒埴輪とほぼ同じ様相を示しており、過去の報告の

IA類」に該当するものである。同じA類の円筒埴輪は、 7・8・16・17号墳にも確認されてお

り、そのうち、 8号墳からはTK216型式期の須恵器が出土しており、 5号墳も同様の時期であ

る可能性が指摘できる。

報告資料の各部位を まとめておくと、口径28~38cm、口縁部高5~7.4cm、突帯間隔8.2~ 10cm、

底部高8.7cm、底径28.8~30cmとなる。外面調整は、 Bc 種ヨコハケが主体であり、 Bd種ヨコ

ハケの資料が数点認められる。

口縁部の形態は、直立口縁と折り曲げ口縁とのこ者が存在するが;ともに口縁部高を他の段よ

りも狭く設定する点が共通する。また、円形透孔のほかに長方形透孔が認められ、一部の資料に

は、副次的な穿孔として小孔が穿たれていた。こうした特徴は、同時期の一般的な円筒埴輪には

認められない。そこで注目したいのが、奈良山E陵を挟んで南に位置するウワナベ古墳の鰭付円

筒埴輪で、~2~ 。

ウワナベ古墳の鰭付円筒埴輪は、①6条7段の段数構成で口縁部高を他の段よりも狭く 設定す

る、 ②口縁端部を折り曲げる、③円形・長方形透孔を配置する、④副次的穿孔として三角形の小

孔を穿つ、 ⑤底部高が、突帯間隔と揃う一群と突帯間隔よりも高い一群の二者が認められる、と

いった特徴を備えており、全体的な形状が上人ヶ平 5号墳の円筒埴輪と酷似している。

⑤の底部に関して、今回の調査では認められなかったが、過去の報告によると 5号墳の円筒埴

輪にも底部高が低い一群(底部高 9~ 10cm) と底部高が高い一群(底部高12~13cm)との二者が存在

つ白44
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することが確認で説。これは、鐘方正樹氏がウワナベ古墳で指摘している割付3式のB型2類
(注22)

とA類にそれぞれ相当するものと考えられ、両古墳は同じ割付方式を採用していると言える。

ただし、ウワナベ古墳の資料は 5号墳に比べてやや大きく、器高や突帯間隔に差が認められる。

また、 5号墳からは鰭付円筒埴輪自体は出土していない。しかしながら、 5号墳にみられる、口

縁部高を突帯間隔よりも短く割り付ける点、「副次的穿孔」らしき小孔が穿たれる点、 6段目に

長方形透孔を配する点、同じ割付方式を採用する点は、ウワナベ古墳の鰭付円筒埴輪のデザイン

を祖形として製作された状況を強く示唆する。さらに、ウワナベ古墳出土埴輪は、外面調整にB

c 種ヨコハケだけでな く Bd種ヨコハケも確認手2~ 、製作技法の点からも両者の関係の近さがう
かがえる。このように、上人ヶ平 5号墳の埴輪は、ウワナベ古墳の強い影響下で生産されたと考

えてよかろう 。

ウワナベ古墳の時期については、西側造り出し部から出土した須恵器によってTK216型式期

に位置付けられて♂主。5号墳の埴輪は、ウワナベ古墳よりも突帯間隔・底部高が縮小している

ことから、ウワナベ古墳よりも後出する要素が認められる。しかし、先述の蓋形埴輪の位置づけ

や、 TK216型式期の須恵器が出土した 8号墳との円筒埴輪の共通性、ウワナベ古墳との系統関

係などを重視するな らば、両者を時期的に切り離して考えるのは困難で、ある。したがって、 5号

墳についてもウワナベ古墳に近い中期中葉の時期の築造と考えられる。

ところで、上人ヶ平古墳群と隣接する地に展開する前期後半の瓦谷古墳群では、佐紀盾列古墳
(注25)

群西群の埴輪と同ーのものが使用されている。ウワナベ古墳と上人ヶ平 5号墳にみる両地域間の

密接な関係は、前期後半にまで遡る可能性があり、奈良山丘陵近辺で展開される古墳の築造と大

規模な埴輪生産を考えるうえで、上人ヶ平 5号墳出土埴輪は重要な位置を占めるものである。

(田中智子)

5.まとめ

(1)上人ケ平5号墳

上人ケ平 5号墳は過去に行われた調査と併せて、かなりの部分を調査したことになる。これら

の結果を総合するとこの古墳は次のような姿であったと考えられる(第68図)。

1)墳丘

墳形は造り出し付き円墳ないし帆立員形前方後円墳と呼ばれるものである。規模全長26.4m、

円正部の直径は23.2m、造り出しの幅9.0m、長さ5.0mを測る。墳正第 l段目は高さO.6mで、

第 l段目のテラスは幅1.6m、墳丘第 2段目の直径は16.8mを測る。墳Eの高さは推定で3.5m前

後であろう。墳丘の斜面の傾斜は約20 ~250 で墳丘第 2 段目は途中から傾斜が急になっている。

2)周溝

古墳築造時本来の周溝の外側上端は調査で検出された溝よりも墳正寄りで、テラスの内側斜面

の延長と、旧地表面の延長線上との交点付近に想定される。一方墳正第 l段目の上端は北トレン
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チ断ち割りで確認された墳正第 1段目の斜面の延長と、同テラス面の延長上の交点に求められる。

この結果、周溝平面形は倒卵形と言うよりは円丘部から直線的に造り出し部に向けてすぼまる形

状を採る。

3)葺石

茸石は造り出し部の墳正第 l 段目斜面および墳正第 2 段目に葺かれている 。 最下段に長軸30~

40cmの亜円礁を用い、基底列としている。調査範囲内では縦の区画列は確認されず、基底列の上

部には拳大の円喋~亜円礁が、奥側がやや下方になるように葺かれている。

4)埴輪列

確認された埴輪列は墳丘第 l段目テラス上と造り出し部、周溝外周上の 3か所にめぐらしてい

る。このうち、造り出し部には「コjの字状にめぐらせており、埴輪の樹立には 1基ごとに据え

付け穴を穿っている。埴輪の間隔は狭く、隣の埴輪と接するか、数cmの間隔を開けて樹立してい

る。墳丘第 1段目テラスの埴輪はテラス上に布堀状の溝を穿ち、その中にほとんど間隔を空けず

に樹立している。周溝外周上の埴輪列は埴輪の中心聞の距離で、約 1mの間隔を空け、 l基ずつ

O 20m 

第99図上人ヶ平5号墳復原図
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据え付け穴を穿って樹立している。いずれの埴輪も第 2段目まで埋めている。さらに、原位置を

保った埴輪は検出されなかったが、墳頂部で出土した埴輪の量から見て、墳頂部にも埴輪列や蓋

形埴輪を主体とした形象埴輪群が存在したことが想定される。

5)埴輪

出土した埴輪には 6突帯 7段の円筒埴輪と朝顔形埴輪、蓋形埴輪などの形象埴輪がある。円筒

埴輪は外面調整がタテハケ後、 一瀬和夫氏のBc種ヨコハケを主体とし、 一部Bd種ヨコハケを

含む。焼成は軟質のものを含むが、黒斑は存在しない。透かしは円形を主体としながら、埴輪の

上から 2段目に長方形透かしが若干存在する。突帯は台形が多く、 一部 iMJ字形が混じる。ま

た、北トレンチで出土した埴輪には帆船を線刻したものがあり、森田克行氏は淀川水運との関係

を指摘している。

以上の特徴から上人ヶ平 5号墳は古墳時代中期中葉を前後する時期に築造されたと推定され

る。上人ヶ平5号墳の北西約650mに位置する西山塚古墳とはほぼ同時期に築造されたと思われ

る。南山城全域で比較すると、久津川古墳群の芭蕉塚古墳と近い時期であると考えられる。また

上人ヶ平古墳群中の埴輪ではプロポーション、技法、突帯聞の距離など、さまざまな特徴が異な

っており、むしろ佐紀楯列古墳群のウワナベ古墳出土埴輪に似ている部分もある。

(2)上人ヶ平遺跡

上人ヶ平 5号墳の墳正上には中・近世墓、長方形状の土坑、野井戸などの後世の遺構が営まれ

ていた。これらのほか、奈良時代に平城京に瓦を供給した瓦窯の工房群の一部として機能した可
(注26)

能性が指摘されている。これらは調査範囲内の検討だけではなく、瓦窯については奈良山正陵の

瓦窯群全体の中での位置づけが必要であろうし、中・近世墓群は上人ヶ平周辺の集落の中世末期

から近世にかけての墓制のあり方とも比較が必要であろう 。また「上人ヶ平Jという地名の興り

とも関係がありそうである。こうしたことについて検討するには紙幅の都合もあり、今後の課題

としてあげておくに留める。

(福島孝行)

注 l ①筒井崇史 「木津地区所在遺跡平成11年度発掘調査概要 (1)内田山遺跡・内田山B1号墳J( r京
都府遺跡調査概報j第95冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 2000 

②筒井崇史・山内基樹「木津地区所在遺跡平成12年度発掘調査概要 (2)内田山遺跡・内田山古墳群J

( r京都府遺跡調査概報j第101冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 2001 

③筒井崇史「関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡平成14年度発掘調査概要 (3)内田山遺跡・内

田山古墳群J( r京都府遺跡調査概報j第109冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 2003 

④筒井崇史「関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡平成15年度発掘調査概要 内田山遺跡・内田

山古墳群J( r京都府遺跡調査概報j第113冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 2004 

⑤筒井崇史「関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡平成16年度発掘調査概要 (1)内回山遺跡・内

田山古墳群J( r京都府遺跡調査概報』第117冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 2006 

注 2 ①小山雅人「木津地区所在遺跡昭和59年度発掘調査概要 (3)上人ヶ平遺跡J( r京都府遺跡調査概
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京都府遺跡調査概報第124冊

報j第17冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1985 

②戸原和人「木津地区所在遺跡昭和61年度発掘調査概要 (2)上人ヶ平遺跡J( r京都府遺跡調査概

報j第26冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1987 

③小池寛「木津地区所在遺跡昭和62年度発掘調査概要 (1)上人ヶ平遺跡J( r京都府遺跡調査概報j

第32冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1989 

④石井清司・伊賀高弘「木津地区所在遺跡昭和63年度発掘調査概要 (1)上人ヶ平遺跡J( r京都府

遺跡調査概報』第35冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1989 

⑤石井清司・伊賀高弘「木津地区所在遺跡平成元年度発掘調査概要 (1)上人ヶ平遺跡J( r京都府

遺跡調査概報j第40冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1991 

⑥石井清司・伊賀高弘 『上人ヶ平遺跡J( r京都府遺跡調査報告書』第15冊 (財)京都府埋蔵文化財

調査研究セ ンター) 1991 

⑦石井清司「木津地区所在遺跡平成 5年度発掘調査概要 (2)上人ヶ平埴輪窯第 2次J( r京都府遺

跡調査概報j第61冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1995 

~筒井崇史「関西文化学術研究都市木津地区所在遺跡平成16年度発掘調査概要 (1)上人ヶ平遺跡第

8次J( r京都府遺跡調査概報j第117冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター) 2006 

注3 調査参加者 調査補助員 大谷博則・川嶋佑佳・坂下実・田中拓史・土屋莱摘子・永野宏樹・山岡

匠平・渡辺理気整理員 岡野奈知子・藤井重名子・山田三喜子・清水友佳子・井上聡・荻野冨紗子・

丸谷はま子

注4 r京都府遺跡地図J(第3版)第3分冊 京都府教育委員会 2003

注 5 石崎善久「京都府下における礁床をもっ木棺についてJr浪江庸二先生・林和庚先生追悼太週波考古

学論集j両丹考古学研究会 1997 

注6 梅原末治「木津町市坂の一古墳Jr京都府史蹟名勝天然記念物調査報告』第二十冊 京都府 1939 

注7 上人ヶ平 5号墳を含む上人ヶ平遺跡および上人ヶ平古墳群の調査は、今回の調査が第 9次調査とな

る。なお、上人ヶ平遺跡に関する調査報告については、注2各文献ならびに注6文献を参照のこと

注8 森田克行「淀川|と継体大王Jr史跡今城塚古墳シンポジウム 継体大王とその時代j 高槻市教育委

員会・高槻市埋蔵文化財センター 2005 

注9 注2⑥文献 51頁および第31図参照

注目石井清司「奈良時代の遺構についてJ(注 2 ⑥文献 206~212頁)

注目注 6 文献 58~ 59頁

注12 注2⑥文献 40・49頁および第29図参照

注目 注 2 ⑥文献 96~102頁

注14 一瀬和夫「允恭陵古墳の占める位置一埴輪と墳正一Jr允恭陵古墳外堤の調査 国府遺跡80-3区-J

大阪府教育委員会 1981 

注目注 2⑥文献 109~111頁

注目 川村和子 15世紀代の葦形埴輪の変遷J( r西墓山古墳一古市古墳群の調査研究報告皿 -J藤井寺市

文化財調査報告第16集 藤井寺市教育委員会) 1997 

注17 川西宏幸「円筒埴輪総論J( r考古学雑誌』 第64巻第2号 日本考古学会) 1978 (後に 『古墳時代政治

史序説J(塙書房1988)に所収)

注目 高橋克蕎 「音乗谷古墳J( r奈良山発掘調査報告 I一石のカラト古墳・音乗谷古墳の調査-J ( r奈
良文化財研究所学報j第72冊) 独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所) 2005 
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注目小泉裕司 ・大野寄子『芭蕉塚古墳発掘調査報告書J( r城陽市埋蔵文化財調査報告書j第51集 城陽

市教育委員会) 2006 

注20 町田章「ウワナベ古墳東外堤J( r平城宮発掘調査報告JVI ( r奈良国立文化財研究所学報j第23冊)

奈良国立文化財研究所) 1974 

注21 注2⑥文献

注22 鐘方正樹氏は、前期の埴輪は割付方式にしたがって規格が設定されていると指摘しており、突帯間

隔と底部高が揃うものをA類(突帯間隔=底部高)、突帯間隔より底部高が高いものをB類(突帯問

隔<底部高)、突帯間隔より底部高が低いものを C類(突帯間隔>底部高)という分類を提示している。

B.C類のうち、突帯間隔=口縁部高宇底部高であるものを l型、突帯間隔宇口縁部高宇底部高で

あるもの(口縁部高が突帯間隔もしくは底部高の112で割り付けられるもの)を2型としており、ウワ

ナベ古墳に認められる底部高の高い一群をB類 2型、底部高の低い一群をA類に当てている。この

ような、 E期の要素がW期に残存する状況は大和に特徴的な現象であり、大和の保守的な生産体制

の表れとされている。

鐘方正樹「古墳時代前期における円筒埴輪の研究動向と編年J( r埴輪論叢j第4号 埴輪検討会)

2003 

上田睦「古墳時代中期における円筒埴輪の研究動向と編年J( r埴輪論叢』第5号 埴輪検討会)

2003 

注23 宮内庁書陵部陵墓課編『出土品展示目録埴輪NJ (宮内庁書陵部)2003 29項写真(57)参照

注24 植野浩三「須恵器生産と須恵器工人一奈良県ウワナベ古墳の須恵器を中心にして一J( r文化財学報j

第11集 奈良大学文学部文化財学科) 1993 

注25 石井清司・有井広幸編 I瓦谷古墳群J(京都府遺跡調査報告書第23冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研

究センター) 1997 

庚瀬覚「五色塚古墳と前期後葉の埴輪生産J( r史跡 五色塚古墳小査古墳発掘調査 ・復原整備報

告書』 神戸市教育委員会) 2006 

注26 石井清司「造瓦所についてJ(注2⑥文献 213 ~ 218頁)

円

i
A
斗
A

句
l
ム



重旦姐京都府遺跡調査概報

内田山B2号墳埋葬施設SX12出土玉類観察表

148 

北
一
南
一
北
一北
一北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一北
一
北
一
北
一
北
一北
一
北
一北
一
北
一北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一北
一
北
一
北
一北一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一北
一北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一北
一北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一
北
一北

片
一
片
一両
一片
一
片
一
両
一片
一片
一両
一片
一片
一
片
一
片
一
片
一両
一
片
一
片
一
両
一片
一
片
一
両

一片
一
両
一
両
一
両
一片
一片
一片
一
両
一
両
一
両
一
亜
両
一
両
一
両
一
両
一両
一両
一
片
一片
一両
一
片
一片
一片
一
両
一
片
一片
一片
一
片
一
両
一
片
一
片
一
片
一片
一
両
一両
一
片
一片
一
片
一
片
一両
一
両
一
両
一
片
一
片
一片

制
一
回
一副一山山一

M
一一引一川一一削一一副

一副一副一則一一

M一一
M
一一M
一
口
一
副
一
回
一川
一
一
副
一
副

一副一川一一副一

M
一M
一M
一
回
一
出
一
回
一
回
一
副
一
副
一
M
一川一一副
一M一一
M
一副

一山一
川一一

M
一川町一

M一一
M
一M
一旧
一M
一M
一
一
副
一
副
一
副
一

M
一川
一
一
町
一
削
一
副

一回
一
回
一
回
一

M
一M
一M
一M
一
副
一
副

日一

4
一4
一3
一
日
一
日
一

3
-
3
一日
一日
一口
一
日
一
日
一

3
-3
一口一口一

3
一3
一3
-
3
一3
一3
一3
一3
一山
一3
一日
一3
一3
一3
一3
一U
一口一

3
一日
一口
一
口
一日
一
口
一日
一
口
一日一

4
一
日
一
日
一口
一日
一
日
一3
一3
一
日
一
口
一山
一口
一
口
一日
一川一

3
一2
一日
一3
一3
一日一

3
-3

旦
山
古

一
川
一
日
一山一

u
-u
πμ
一辺
一ロ
一
山
一
山
一
山
一
ロ
一
山
一
ロ
一
ロ
一ロ
一
日
一
日

一ロ
一
ロ
一
山
一山
一ロ
一
山
一
ロ
一ロ
一
ロ
一
山

E
B
B
-
u一山
-u一ロ
一ロ
一
ロ
一ロ一

M
E
E
U一
ロ
一
日
一
ロ
一
山

E
H
E
n
-日
一目
立
一
日
岡
田
一
川
市
一
日
一
日
目
前
一

ω

直

前
一前
一直
前
一
直
前
一直

前
一瓶
一直
直
前
一
直
前
一
前
一
師
一直
前
一
師
一
嗣
一前
一
直
前
一師
一師
一
師
一
軒
高
石
一
直
前
一
前
一
直
前
一
前
一
直
前
一
師
一
前
一師
一
師
一
師
一
直
前
一
直
前
一
直
前
一
軒
一直
前
一
直
前
一前
一
師
一
柄
一
前
一
直
前
一
一
間
一
前
一
師
一
師
一
直
前
一

壁

一雲
仙
一
位
一位
一
位
一位
一位
一
目
一
位
一位
一位
一
恒
一位
一位
一
位
一
位
一倍
一位
一
位
一回
一回
一位
一
位
一位
一位
一
位
一
位
一位
一
位
一
目
一
位
一
位
一
回
一
位
一
倍
一位
一
倍
一位
一
位
一倍
一
位
一位
一
倍
一
任
一
目
一
目
一
位
一
目
一
位
一位
一
位
一恒
一
位
一位
一
位
一位
一
壁
一
一
豆
一位
三
位
一
位
一
位
一
位
一目

日
一
旦
臼
一
旦
白
山
一
山
山
一切
一
ω一
ω一均
一
n一
η
一
ね
一
%
一九
一
並
行
一花
一乃
一
的
訂
一
位
一お
一
似
一
郎
一総一釘一∞∞
一
ω一
ω一引
一
ω一
幻
一
例
一
郎
一
%
一切一
Mm
一
ω一間
一山
一問一

m一
則
一
間
一
間
一
町
一
間
一
則
一
山
一
山
一
山
一
山
一
山
一
山
一
川
一
山
一
四
一
四
一
間
一
山
一
山
一

m一山
一
四
一郎

付表2

番号 種別 材質 長(径さ) 厚さ 色調 穿孔 位置
lIITl 

lIITl 

1 丁勾字玉頭 滑石 30 9 D2 両 北

2 丁勾字玉頭 滑石 30 8目8 D2 片 北

3 勾玉 滑石 35.5 12 B4 両 ~t 
4 勾玉 滑石 35 12 D5 両 南

5 勾玉 滑石 32 10 D2 両 北

6 勾玉 滑石 31 11 B4 両 北

7 勾玉 滑石 31 10 D7 片 北

8 勾玉 滑石 30 8 D2 片 南

9 勾玉 滑石 30 4.5 B4 片 北

10 勾玉 滑石 28.5 7 B4 片 南

11 勾玉 滑石 30 8.5 D7 両 jじ

12 勾玉 滑石 21. 5 5 B6 片 南

13 勾玉 滑石 21. 5 3.5 C3 片 南

14 勾玉 硬玉 20 5.1 B4 両 北

15 勾玉 滑石 20.5 5.5 B4 両 南

16 勾玉 滑石 20 5.5 B4 片 南

17 勾玉 滑石 20 5 B4 片 南

18 勾玉 滑石 20 5.5 E2 片 南

19 勾玉 滑石 20 6 E2 片 南

20 勾玉 滑石 20.5 4.5 B4 両 南

21 勾玉 滑石 20 5.5 B4 片 南

22 勾玉 滑石 20 5 B4 片 北

23 勾玉 滑石 20 6 B4 片 南

24 勾玉 滑石 19 5 B4 片 南

25 勾玉
凝緑灰色岩

20 5.5 D1 片 南

26 勾玉 滑石 19 5 C1 両 南

27 勾玉 滑石 20 6 D5 片 南

28 勾玉 滑石 18 4.5 B4 片 . ~ヒ

29 勾玉 滑石 19.5 6 B4 片 南

30 勾玉 滑石 19.5 4 D5 両 南

31 勾玉 滑石 18 4 E2 片 南

32 勾玉 滑石 19 4 C3 片 南

33 勾玉 滑石 19 5.5 B4 片 南

34 勾玉 滑石 13 2.5 B4 片 南

35 勾玉 滑石 18 4.5 E2 両 南

36 勾玉 滑石 18 3.5 D2 両 南

37 勾玉 滑石 16 3 B4 片 北

38 勾玉 滑石 16 4 B4 片 北

39 勾玉 滑石 17 3 B5 片 ~t 
40 勾玉 滑石 16 4.5 E2 片 南

41 勾玉 滑石 16 2.9 B5 片 北

42 勾玉 滑石 16 4 C3 片 南

43 勾玉 滑石 16.3 4 B4 片 1じ
44 勾玉 滑石 15.5 3.5 B4 片 ~t 

45 勾玉 滑石 15 3.5 B4 両 ~t 
46 勾玉 滑石 16.5 3.5 D3 片 南

47 勾玉 滑石 16 3 B5 片 ~t 

48 勾玉 滑石 15 4.5 B6 片 南

49 勾玉 滑石 14.1 2.2 B5 片 北

50 勾玉 滑石 15 3 B4 片 1ヒ
51 勾玉 滑石 14.2 2.2 B5 片 北

52 勾玉 滑石 15 3 B5 片 ~t 
53 勾玉 滑石 15 3.6 B4 片 ゴヒ
54 勾玉 滑石 15.5 4.1 B4 片 北

55 勾玉 滑石 r14.5J 3 B5 片 北

56 勾玉 滑石 12.5 3.2 B4 片 ~t 
57 勾玉 滑石 13 3.8 B4 片 北

58 勾玉 滑石 14 3.1 B4 片 北

59 勾玉 滑石 14 3.5 B4 片 ~t 

60 勾玉 滑石 14 4.5 Dl 片 ~t 
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127 勾玉 滑石 10 2.1 B4 片 北 166 管玉 滑石 5 16.5 B4 片 ~t 
128 勾玉 滑石 10.5 3 B4 片 北

129 勾玉 滑石 11 3 B4 片 北
167 管玉

凝緑灰色岩
3.5 18 B5 両 ~t 

130 勾玉 滑石 II 4 B4 片 ~t 168 管玉 滑石 3.7 23 B4 両 1ヒ
131 勾玉 滑石 II 2.5 B4 片 ~t 169 管玉 緑色 3.6 r18.5J B5 片 jヒ
132 勾玉 滑石 II 2.5 B4 片 ~t 凝灰岩

133 勾玉 滑石 II 3.3 B4 片 ~t 170 管玉 緑色 3.5 18 B5 片 北
134 勾玉 滑石 10.5 2.8 B4 片 ~t 凝灰岩

135 管玉
凝緑灰色岩

4 11. 5 Dl 間 北

136 管玉 緑色 5 11 Dl 両 北

17l 管玉 滑石 4.5 19 B4 両 北

172 管玉 緑色 3.5 18.6 B5 両 北
凝灰岩

凝灰岩
173 管玉 緑色 3.8 19.2 DI 片 南

137 管玉 緑色 5 10.5 DI 両 北 凝灰岩
凝灰岩

138 管玉 緑色 3.1 rllJ B5 両 北

凝灰岩

174 管玉 滑石 5 18 D2 片 北

175 管玉
凝緑灰色岩

4.1 21. 2 Dl 不明 南

139 管玉 緑色 4.1 20 B5 片 南

凝灰岩
176 管玉

凝緑灰色岩
3.5 19 B5 両 北

140 管玉 緑色 3.5 rlOJ B5 両 北
凝灰岩

177 管玉 滑石 4.5 20 B4 両 北

178 管玉 緑色 4 23.5 Dl 両 南
141 管玉 緑色 3.5 r10.5J B5 片 北 凝灰岩

凝灰岩
179 管玉 緑色 4.5 24.5 DI 片 南

142 管玉 滑石 4 rlO.5J CI 両 北 凝灰岩

180 薬玉 不明 6 18.5 A4 両 南

143 管玉 緑色 3.5 r9.5J B5 不明 北

凝灰岩
181 楽玉 不明 6 18.5 A4 両 南

182 藁玉 不明 7 16 A4 両 南

144 管玉 緑色 4 r9.5J B5 両 南

凝灰岩
183 菓玉 不明 6 15.5 A4 両 南

184 ~玉 不明 6.1 15.4 B3 両 南

145 管玉 滑石 4 rlOJ CI 両 iヒ 185 寮玉 不明 5 15.5 A4 両 南

186 築玉 滑石 5.5 12 E2 両 南

146 管玉
凝緑灰色岩

3 10.5 B5 片 北 187 薬玉 不明 5 14 A4 両 南

188 薬玉 滑石 6.2 15.5 B6 両 南

147 管玉
凝緑灰色岩

4 rl2J B5 両 北 189 薬玉 滑石 6.5 11. 5 E3 両 ~t 
190 薬玉 滑石 6 11 D7 両 北

148 管玉
凝緑灰色岩

3.5 14 B5 両 北 191 豪玉 滑石 6 11 E3 両 北

192 薬玉 滑石 5目5 10.5 D7 両 ~t 
149 管玉 滑石 4 13 CI 両 北 193 薬玉 滑石 6 11. 5 D7 両 北

194 薬玉 滑石 6 10.5 C4 両 ~t 
150 管玉 緑色 3.5 13 B5 両 北 195 薬玉 滑石 6 10.5 E3 両 北

凝灰岩 196 薬玉 滑石 6 10.5 D7 両 北

151 管玉 緑色 4.5 12 Dl 両 北 197 薬玉 滑石 6.5 10.5 D7 両 北

凝灰岩 198 喪玉 滑石 6 10 E3 両 iヒ
152 管玉 緑色 4 13.5 B5 両 北 199 ~玉 滑石 6 9.5 D7 両 1ヒ

凝灰岩 2∞ 薬玉 滑石 5 10 B4 両 北

153 管玉 緑色 3.5 14 B5 両 北 201 築玉 滑石 5.5 10 E3 両 北

凝灰岩 202 藁玉 滑石 5.5 10 E2 両 北

154 管玉 緑色 3.5 14.5 B5 両 ~t 203 薬玉 滑石 6 10 D7 両 北

凝灰岩 2ω 薬玉 滑石 5.5 10 E2 両 北

155 管玉 緑色 3.5 14 B5 両 ~t 205 薬玉 滑石 5 9.5 D7 両 北

凝灰岩 206 東玉 滑石 6 11 E2 両 北

156 管玉 緑色 4 14 B5 両 南 207 薬玉 滑石 6 9.5 B4 両 ~t 
凝灰岩 208 薬玉 滑石 5.2 10 E2 片 南

157 管玉
凝緑灰色岩

4 13 B5 両 北 2ω 薬玉 滑石 5.5 9.5 B4 片 北

210 棄玉 滑石 6 9 D7 両 北

158 管玉
凝緑灰色岩

3.5 13 B5 両 ~t 211 薬玉 滑石 6 10.5 E2 両 北

212 藁玉 滑石 5 10 E2 両 南

159 管玉
凝緑灰色岩

3.5 rl5J B5 両 ~t 213 薬玉 滑石 6.5 10.5 E2 両 ~t 

214 薬玉 滑石 5.5 10 E2 両 ~t 

160 管玉
凝緑灰色岩

3.5 14.2 B5 両 北 215 豪玉 滑石 5.5 9.5 D7 両 ~t 

216 楽玉 滑石 5 9.5 B4 両 ~t 

161 管玉 緑色 3.5 14 B5 両 北 217 薬玉 滑石 5 9.5 E2 両 ~t 

凝灰岩 218 薬玉 滑石 6 9 D7 両 ~t 

162 管玉 緑色 4 16.4 B5 両 北 219 蕪玉 滑石 5 10 B4 片 南

凝灰岩 220 薬玉 滑石 5.5 8.5 D7 間 ~t 

163 管玉 滑石 5 16.5 B4 両 北

164 管玉 滑石 3.5 17.1 E4 両 南

165 管玉 滑石 4.5 17 B4 両 ~t 

221 凝玉 滑石 6 10.5 D7 片 ~t 

222 寮玉 滑石 5.5 9.5 E2 両 ~t 
22β 薬玉 滑石 5 10.5 C4 両 北
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224 楽玉 滑石 5 9 D7 両 北

225 薬玉 滑石 5.2 10 E2 片 南

226 薬玉 滑石 5.5 9 E2 両 北

227 薬玉 滑石 5 8 B4 両 北

228 薬玉 滑石 5 8 E2 両 南

229 薬玉 滑石 5.5 9.6 D7 両 北

230 薬玉 滑石 6 9 E2 片 北

231 ~玉 滑石 5 8.5 E2 両 南

232 喪玉 滑石 6 9.5 D6 両 北

233 薬玉 滑石 5 9 C4 両 北

234 楽玉 滑石 6 9.5 E2 両 南

235 薬玉 滑石 5.5 .8.5 D7 両 北

236 薬玉 滑石 6 9.5 E3 両 ~t 

237 薬玉 滑石 5.5 9.5 D7 両 ~t 

238 蕪玉 滑石 5 8.5 D5 両 北

239 薬玉 滑石 5 9.5 B4 両 北

240 楽玉 滑石 6 9 D7 両 北

241 薬玉 滑石 5.5 9.5 E3 両 北

242 薬玉 滑石 5.2 9 E2 両 南

243 薬玉 滑石 5.5 9.5 D7 両 ~t 

244 薬玉 滑石 5.5 9.5 D7 両 北

245 薬玉 滑石 5 8 B4 片 南

246 薬玉 滑石 5 9 B4 両 南

247 薬玉 滑石 5 9 B4 両 南

248 薬玉 滑石 5 8.5 B4 両 南

249 薬玉 滑石 5 8.5 B4 両 南

250 薬玉 滑石 6 9.5 D7 両 北

251 豪玉 滑石 6 9.5 D7 両 北

252 薬玉 滑石 5.5 9 D7 両 北

253 薬玉 滑石 5 9 E2 両 北

254 薬玉 滑石 6 9 E3 両 北

255 薬玉 滑石 4.5 9.3 E2 片 南

256 喪玉 滑石 5.5 9 D7 両 ~t 
257 東玉 滑石 4.3 8.7 E2 片 南

258 薬玉 滑石 6 10 D7 両 北

259 薬玉 滑石 6 9.6 E2 両 南

260 賓玉 滑石 5 8.4 E2 両 北

261 ~玉 滑石 5 9 D7 両 ~t 

262 薬玉 滑石 5.5 8 D7 両 北

263 薬玉 滑石 5.1 8.5 E2 両 北

264 薬玉 滑石 5.5 8.5 E2 両 北

265 薬玉 滑石 5.5 9 D2 片 北

266 藁玉 滑石 5 9 D2 片 北

267 薬玉 滑石 5.5 9 D2 片 北

268 夜玉 滑石 5.5 9 D2 片 北

269 楽玉 滑石 5.2 9 D2 片 ~t 
270 薬玉 滑石 5 8 E2 両 南

271 薬玉 滑石 5 8.4 E2 両 北

272 薬玉 滑石 5.5 9 D2 両 1ヒ
273 薬玉 滑石 5.5 8 D7 両 北

274 薬玉 滑石 5.5 9.5 E3 両 北

275 薬玉 滑石 5.5 9.5 E3 両 北

276 薬玉 滑石 6 9.2 D2 両 南

277 薬玉 滑石 5 9 E2 片 南

278 東玉 滑石 5.5 9 D2 両 北

279 喪玉 滑石 5.5 9 E2 両 北

280 薬玉 滑石 5 .8.5 E2 両 北

281 ~玉 滑石 5.5 8.5 E2 両 iヒ
282 薬玉 滑石 5.5 8 E3 両 北

283 薬玉 滑石 5 8.5 B4 両 南

284 楽玉 滑石 5 8.6 E2 片 南

285 ~玉 滑石 5 9 E2 片 南

286 薬玉 滑石 5 9 E2 片 南

287 築玉 滑石 4.3 8.5 E2 片 南

288 薬玉 滑石 5 8 E2 両 北

289 薬玉 滑石 4.2 8.5 E2 片 南

2ω 藁玉 滑石 5.5 8.5 D7 両 北

291 藁玉 滑石 6 9 E3 両 ~t 

292 薬玉 滑石 5.5 10 E2 両 北

293 薬玉 滑石 5.8 11. 5 D7 両 ~t 
294 薬玉 滑石 5.5 10 D7 両 北

295 薬玉 滑石 5.5 9.5 D7 両 北

296 豪玉 滑石 6 9.5 D7 両 北

297 喪玉 滑石 5.5 8.5 D7 両 北

298 薬玉 滑石 5.1 9 D7 両 北

299 薬玉 滑石 5.5 8.5 D7 両 北

3∞ 算盤玉 滑石 7 4 E2 片 南

301 算盤玉 滑石 7 3.5 E2 片 南

302 算盤玉 滑石 6.5 4 E2 片 南

303 算盤玉 滑石 8 5 E2 片 南 !

304 算盤玉 滑石 6.5 4 B4 片 南

305 算盤玉 滑石 7 4 E2 片 南

306 算盤玉 滑石 7.5 3.5 E2 片 南

307 算盤玉 滑石 7 3.5 E2 片 南

308 算盤玉 滑石 7 4 E2 片 南

3ω 算盤玉 滑石 7 5 B4 片 南

310 算盤玉 滑石 7 4 B4 片 南

311 算盤玉 滑石 7 3 E2 片A 南

312 算盤玉 滑石 7 4.5 E2 片 南

313 算盤玉 滑石 7 4 B4 片 南

314 算盤玉 滑石 7 4 E2 片 南

315 算盤玉 滑石 6.5 4 E2 片 南

316 算盤玉 滑石 7 4 B4 片A 南

317 算盤玉 滑石 7 3.5 E2 片 南

318 算盤玉 滑石 7 4 B4 片 南

319 算盤玉 滑石 6.5 3.2 B2 片 南

320 算盤玉 滑石 6.2 4.2 B4 片 南

321 算盤玉 滑石 7 3.5 B4 片 南

322 算盤玉 滑石 7.5 4 E2 片 南

323 算盤玉 滑石 6.1 3 E2 片 北

324 算盤玉 滑石 6 3.1 E2 片 ~t 
325 算盤玉 滑石 6 4 E2 片 北

326 算盤玉 滑石 7 4.5 E2 片 ~t 

327 算盤玉 滑石 6.5 3.5 D1 片 南

328 算盤玉 滑石 8 4.5 B4 片 ~t 

329 算盤玉 滑石 6.5 3 D1 片 北

330 算盤玉 滑石 6.5 3.5 E2 片 南

331 算盤玉 滑石 6.5 4 B4 片 南

332 算盤玉 滑石 6.5 4 E2 片 南

333 算盤玉 滑石 6 3 B4 片 南

334 算盤玉 滑石 6.5 3.5 B4 片 南

335 算盤玉 滑石 6.5 4.5 B4 片 北

336 算盤玉 滑石 6 4 D2 片 南

337 算盤玉 滑石 6.2 3 B4 片 jヒ
338 算盤玉 滑石 6 3.2 E2 片 南

339 算盤玉 滑石 6.5 3.5 E2 片 南

340 算盤玉 滑石 4.1 2.2 D1 片 ~t 
341 算盤玉 滑石 7 4.5 E2 片 ~t 
342 算盤玉 滑石 6.5 4.2 D2 片 南

343 算盤玉 滑石 6 4 B2 不明 南

344 算盤玉 滑石 6 3 E2 片 南

345 算盤玉 滑石 6 3.3 B4 片 南

346 算盤玉 滑石 6.3 3.9 B4 片 iヒ
347 算盤玉 滑石 6 4 E1 片 南

348 算盤玉 滑石 6.5 4 B4 片 北

349 算盤玉 滑石 6 3.2 E2 片 南

350 算盤玉 滑石 5.5 2.5 E2 片 南

351 算盤玉 滑石 5.5 2.5 E2 片 南

352 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

353 算盤玉 滑石 5.2 3.5 D5 片 南

354 算盤玉 滑石 5.5 3.2 D5 不明 南

355 算盤玉 滑石 6 3.5 B2 片 南

356 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片A 南

357 算盤玉 滑石 6.3 5 E2 片 南

358 算盤玉 滑石 6 4 B4 片 南

359 算盤宝 滑石 5 3.1 D2 片 南
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360 算盤玉 滑石 6.5 4 B2 片 北

361 算盤玉 滑石 5.5 2.5 E2 片A 南

362 算盤玉 滑石 6 4.3 E2 片 南

363 算盤玉 滑石 6 3 B4 片 北

364 算盤玉 滑石 5.5 3.5 E2 片 南

365 算盤玉 滑石 6 2.5 E2 片 南

366 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

367 算盤玉 滑石 5.4 3目 I D2 片 南

368 算盤玉 滑石 5.5 3.3 D5 片A 南

369 算盤玉 滑石 5 3.5 B6 片 南

370 算盤玉 滑石 5.2 2.3 E2 片A 南

371 算盤玉 滑石 6.1 4.2 E2 片 南

372 算盤玉 滑石 5.2 3.1 E2 片A 南

373 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

374 算盤玉 滑石 5 4 El 片 南

375 算盤玉 滑石 5 3.1 D5 片 南

376 算盤玉 滑石 5.5 2.5 E2 片B 南

377 算盤玉 滑石 5 3 El 片 南

378 算盤玉 滑石 5.5 2.5 B4 片A 南

379 算盤玉 滑石 5.5 3 B4 片 南

380 算盤玉 滑石 6.9 4 E2 片 北

381 算盤玉 滑石 6 2.5 E2 片 南

382 算盤玉 滑石 6 3 E2 片 南

383 算盤玉 滑石 5.8 4 El 片A 南

384 算盤玉 滑石 5.2 4 E2 片 南

385 算盤玉 滑石 6 3 E2 片A 南

386 算盤玉 滑石 . 5.5 3 E2 片 南

387 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片A 南

388 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

389 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

390 算盤玉 滑石 5 3.5 D5 片 南

391 算盤玉 滑石 4.1 2.3 E2 片A 北

392 算盤玉 滑石 5.5 3 B2 片B 南

393 算盤玉 滑石 5.1 2.2 B4 片 北

394 算盤玉 滑石 6 3 E2 片 南

395 算盤玉 滑石 5 3.2 B6 片 南

396 算盤玉 滑石 5.5 2.5 B4 片A 南

397 算盤玉 滑石 5 3 Dl 片 北

398 算盤玉 滑石 6 3.5 Dl 片 ~t 

399 算盤玉 滑石 5.5 3 Al 片 ~t 

4∞ 算盤玉 滑石 5.5 3.5 E2 片 南

401 算盤玉 滑石 5 3.8 D5 片 南

402 算盤玉 滑石 4.5 2.5 B4 片A 北

403 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

404 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

405 算盤玉 滑石 6 2.5 E2 片A 南

406 算盤玉 滑石 5目5 3 A3 片 北

407 算盤玉 滑石 6 2.5 A3 片 北

408 算盤玉 滑石 5.5 2.5 A2 片 北

409 算盤玉 滑石 5.5 3 C3 片 南

410 算盤玉 滑石 6.5 4 B2 片 南

411 算盤玉 滑石 5 2.5 C3 片 南

412 算盤玉 滑石 5.5 5 Al 片 北

413 算盤玉 滑石 6.5 3 B4 片 北

414 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

415 算盤玉 滑石 5 2.5 E2 片A 南

416 算盤玉 滑石 6 3 E2 片 南

417 算盤玉 滑石 6 2.5 E2 片B 南

418 算盤玉 滑石 5 2.9 B4 片A ~t 

419 算盤玉 滑石 6 3 E2 片 南

420 算盤玉 滑石 6 3 Al 片 北

421 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

422 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

423 算盤玉 滑石 5 3 E2 片 南

424 算盤玉 滑石 6 3 E2 片A 南

425 算量産玉 滑石 5.5 2.5 B4 片 南

426 算盤玉 滑石 6 3 B4 片 南

427 算盤玉 滑石 6 2 E2 片 南

428 算盤玉 滑石 6.1 4 B4 片 南

429 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片B 南

430 算盤玉 滑石 5 3 B4 片 南

431 算盤玉 滑石 5.5 2.5 E2 片B 南

432 算盤玉 滑石 5.5 3 A2 片 ~t 
433 算盤玉 滑石 6 3.5 Al 片 北

434 算盤玉 滑石 6 3 E2 片 南

435 算盤玉 滑石 5 3 E2 片 南

436 算盤玉 滑石 5.6 3.1 E2 片 南

437 算盤玉 滑石 5.5 3.7 A3 片 北

438 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

439 算盤玉 滑石 6.5 4 E2 片 南

440 算盤玉 滑石 5 2.5 Al 片 jじ

441 算盤玉 滑石 6 4 A2 片 北

442 算盤玉 滑石 5.5 4 Al 片 北

443 算盤玉 滑石 5.5 3 B4 片 南

444 算盤玉 滑石 6.5 4 B2 片 南

445 算盤玉 滑石 5.5 3.5 E2 片 南

446 算盤玉 滑石 5.5 3.2 A3 片 北

447 算盤玉 滑石 6¥ 3.5 C3 片 南

448 算盤玉 滑石 6 2.5 E2 片 南

449 算盤玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

450 算盤玉 滑石 6.5 4 B2 片A 南

451 算盤玉 滑石 5 3 B4 片A 北

452 算盤玉 滑石 5 2.5 B4 片A 1じ
453 算盤玉 滑石 5 3 Dl 片 北

454 算盤玉 滑石 5 2.8 Dl 片 北

455 算盤玉 滑石 4.1 3.3 B4 片 北

456 算盤玉 滑石 4.5 3 B4 片 jと

457 算盤玉 滑石 5 2.5 B4 片 北

458 算盤玉 滑石 5 3 Cl 片 jじ

459 算盤玉 滑石 5 2.1 B4 片B 北

460 算盤玉 滑石 4.5 2.5 B4 片A 北

461 算盤玉 滑石 4.8 3 B4 片 北

462 算盤玉 滑石 4.8 2.9 Dl 片 ~t 

463 算盤玉 滑石 5 2.5 E2 片 北

464 算数玉 滑石 4.5 2.9 B4 片 北

465 算盤玉 滑石 4.5 2.5 B4 片 北

466 算盤玉 滑石 5 2 B4 片A 北

467 算盤玉 滑石 4.5 2.5 E2 片A 北

468 算盤玉 滑石 5 3 B4 片 北

469 算盤玉 滑石 5 3 E2 片A 北

470 算盤玉 滑石 4.5 2.3 B4 片 北

471 算盤玉 滑石 4.5 3 B4 片 ~t 

472 算盤玉 滑石 5 3 D1 片 北

473 算盤玉 滑石 4.5 3 B4 片 北

474 算盤玉 滑石 4.5 2.2 D2 片 北

475 算盤玉 滑石 4.5 2.5 B4 片A iヒ
476 算盤玉 滑石 5 2.5 E2 片 北

477 算盤玉 滑石 4.5 2.5 B4 片 ~t 

478 算盤玉 滑石 5 2.5 B4 片A 北

479 算盤玉 滑石 4.5 2.4 B4 片 ~t 

480 臼玉 滑石 3.3 3.8 D2 片 南

481 臼玉 滑石 3 4 E2 片 南

482 臼玉 滑石 3.3 4 D5 片 南

483 臼玉 滑石 3 4 E2 片 南

484 臼玉 滑石 3 3.3 D5 片 南

485 臼玉 滑石 3 4 D2 片 南

486 臼玉 滑石 4 2 E2 片 南

487 臼玉 滑石 3 3.2 D2 片 南

488 自主 滑石 4 3 E2 片 南

489 臼玉 滑石 3 2.2 D2 片 南

490 臼玉 滑石 3.8 2.6 E2 片 南

491 臼玉 滑石 3.2 3.8 El 片 南

492 臼玉 滑石 3.5 3.7 D2 片 南

493 臼玉 滑石 4 2.5 E2 片 南

494 臼玉 滑石 3.2 4 D2 片 南
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495 臼玉 滑石 3.2 3 B6 片 南

496 臼玉 滑石 3 3 D5 片 南

497 臼玉 滑石 3.5 2 E2 片 南

498 臼玉 滑石 3.2 3 D5 片 南

499 臼玉 滑石 3.2 2.5 D2 片 南

5∞ 臼玉 滑石 2.8 3 E2 片 南

501 臼玉 滑石 3.2 2.8 E2 片 南

502 臼玉 滑石 3.1 2.1 El 片 南

503 臼玉 滑石 3.8 2.5 E2 片 南

504 臼玉 滑石 6 3.2 A5 片 北

505 臼玉 滑石 6 2.5 A5 片 1ヒ
506 臼玉 滑石 6 2.8 A5 片 北

507 臼玉 滑石 6 4.1 E2 片 南

508 臼玉 滑石 6.6 2.5 E2 片 南

509 臼玉 滑石 4 1.5 E2 片 南

510 臼玉 滑石 5 2 E2 片 南

511 臼玉 滑石 5 2 E2 片 南

512 臼玉 滑石 6 5 E2 片 南

513 臼玉 滑石 6 3 B2 片 北

514 臼玉 滑石 5.1 3.5 A3 片 北

515 臼玉 滑石 6 4.5 Al 片 北

516 臼玉 滑石 5.1 4 D2 片 南

517 臼玉 滑石 5 4 B4 片 南

518 臼玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

519 臼玉 滑石 5.5 4 E2 片 南

520 臼玉 滑石 6 2 A5 片 北

521 臼玉 滑石 5 4 E2 片 南

522 臼玉 滑石 5 4 B2 片 南

523 臼玉 滑石 6 2.5 B2 片 南

524 臼玉 滑石 5.9 2.7 A5 片 北

525 臼玉 滑石 5.1 2.5 A5 片 北

526 臼玉 滑石 5 3.2 El 片 南

527 臼玉 滑石 5 3 C3 片 南

528 臼玉 滑石 6 2.3 B6 片 南

529 臼玉 滑石 5.5 3.5 B4 片 南

530 臼玉 滑石 5.5 3.5 E2 片 南

531 臼玉 滑石 5 4 El 片 南

532 臼玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

533 臼玉 滑石 5.8 2 E2 片 南

534 臼玉 滑石 5.2 4 B6 片 南

535 臼玉 滑石 5 2.5 B2 片 南

536 臼玉 滑石 6 2.8 B6 片 南

537 臼玉 滑石 5.5 2.5 E2 片 南

538 臼玉 滑石 5.5 2.5 B2 片 南

539 臼玉 滑石 5目5 4 B4 片 南

540 臼玉 滑石 6 3.5 E2 片 南

541 臼玉 滑石 6 3 E2 片 南

542 臼玉 滑石 5.5 2.5 B2 片 南

543 臼玉 滑石 5.8 4.3 A3 片 北

544 臼玉 滑石 6 2.5 B2 片 南

545 臼玉 滑石 6 3 B2 片 南

546 臼玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

凡例

色調対応表

Al 褐色

A2 にぶい褐色

A3 黄褐色

A4 黒褐色

A5灰黄褐色

B 1 オリープ褐色

B2 灰オリープ色

B3 オリープ黒色

B4 オリープ灰色

B5 明オリープ灰色

B6 暗オリープ灰色

C 1灰白色

C2 灰色

C3 暗灰色

C4 暗灰色に縁灰色の脈

穿孔方法対応表

片片面穿孔 片A 片面にくぼみ 片B 上下両面にくぼみ

547 臼玉 滑石 6 2.2 E2 片 南

548 臼玉 滑石 6 3.5 Al 片 jヒ

549 臼玉 滑石 6 3 B2 片 北

550 臼玉 滑石 5 3.5 D4 片 南

551 臼玉 滑石 5 2.5 B4 片 北

552 臼玉 滑石 5 3 E2 片 南

553 臼玉 滑石 5.8 2.5 B6 片 南

554 臼玉 滑石 6 2.8 B2 片 北

555 臼玉 滑石 5.5 3.5 B2 片 南

556 臼玉 滑石 6 2.9 B2 片 北

557 臼玉 滑石 5 3 C3 片 南

558 臼玉 滑石 5.5 2.5 E2 片 南

559 臼玉 滑石 5 3.2 D2 片 南

560 臼玉 滑石 6 2.5 A5 片 ~t 

561 臼玉 滑石 6 2.5 A5 片 北

562 臼玉 滑石 5 4.1 D2 片 南

563 臼玉 滑石 5 2.5 E2 片 南

564 臼玉 滑石 6.2 2.5 E2 片 南

565 臼玉 滑石 5 2 E2 片 南

566 臼玉 滑石 5 4 D2 片 南

567 白玉 滑石 6.1 3.1 E2 片 南

568 臼玉 滑石 5.5 1.8 Dl 片 南

569 臼玉 滑石 5 4 D2 片 南

570 臼玉 滑石 5 4 B2 片 南

571 臼玉 滑石 5 2.2 E2 片 南

572 臼玉 滑石 5 3 B6 片 南

573 臼玉 滑石 5 3.3 D5 片 南

574 臼玉 滑石 5 4 El 片 南

575 臼玉 滑石 6 2.2 B2 片 北

576 臼玉 滑石 5 4 E2 片 南

577 臼玉 滑石 5.5 3 E2 片 南

578 臼玉 滑石 5.5 4 B2 片 南

579 臼玉 滑石 5 2.5 B4 片 南

580 臼玉 滑石 5.2 3 B6 片 南

581 臼玉 滑石 4.5 2 E2 片 南

582 臼玉 滑石 5.5 1.8 E2 片 南

583 臼玉 滑石 5.5 2.5 B4 片 南

584 臼玉 滑石 5 3.5 B4 片 南

585 臼玉 滑石 5 3 El 片 南

58焔 臼玉 滑石 5 3 E2 片 南

587 臼玉 滑石 5.5 3.5 E2 片 南

588 臼玉 滑石 6 3 E2 片 南

589 臼玉 滑石 5 3.1 E2 片 南

590 臼玉 滑石 4.5 2 E2 片 南

591 臼玉 滑石 5 2.5 E2 片 南

592 臼玉 滑石 4 4 D5 片 南

593 臼玉 滑石 6 4 E2 片 南

594 臼玉 滑石 5 3 B6 片 南

595 臼玉 滑石 5.1 2.8 E2 片 南

596 臼玉 滑石 4.5 3 E2 片 南

597 臼玉 滑石 4.6 3.3 E2 片 南

598 臼玉 滑石 5 2 E2 片 南

01 明緑灰色

02 緑灰色

E 1 青灰色

E2 暗青灰色

03 緑灰色に明緑灰色の脈 E3 暗青灰色に緑灰色の脈

04 緑灰色に暗青灰色の脈 E4 青黒色

05 暗緑灰色

06 暗緑灰色に灰色の脈

07 暗緑灰色に緑灰色の脈
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(1)内田山遺跡-内田山古墳群全景
(南から)

(2)第 6次調査地全景(東から)

(3)第 6次調査地全景(右が北)

図版第57 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次



図版第58 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(1)第 6次調査地調査前全景
(南から)

(2)第 6次調査地調査前全景
(北から)

(3)表土および竹根除去作業
(北から)



(1)試掘調査第 2トレンチ全景
(東から)

(2)B 3号墳周溝SD 1検出状況
(北から)

(3)S D 1東南コーナー
埴輪検出状況(東から)

図版第59 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次



図版第60 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(1)第 1・5トレンチ全景(南から)

(2)第 3トレンチ全景B2号墳周溝
検出状況(東から)

(3)第4トレンチ全景(南西から)



(l)B 4号墳南西コーナー
周溝SD3検出状況(南から)

(2)周溝SD3内埴輪検出状況
(西から)

(3)周溝 SD3溝底部埴輪棺SX35 
(北から)

図版第61 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次



図版第62 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(1)第 6次調査地全景(南から)

(2)竪穴式住居跡SH8・

掘立柱建物跡 SB13(東から)

(3)竪穴式住居跡 SH27(東から)



(1)竪穴式住居跡 SH24(南西から)

(2)竪穴式住居跡 SH24内
土器出土状況はヒ東から)

(3)竪穴式住居跡 SH24内土器群
(南西から)

図版第63 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次



図版第64 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(1)溝 SDll (東から)

(2)溝 SD38(東から)

(3)集石遺構 SX23(西から)



図版第65 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(l)B 2号墳全景(上が北)

(2)B 2号墳全景(北から)

(3)B 2号墳埋葬施設
S X12検出4犬y兄(北から)



図版第66 内田山遺跡・内田山古墳群第6次

埋葬施設SX12全景(西から)



(1) S X12東小口板痕跡(北から)

(2) S X12中央部東西畦断面
(南から)

(3) S X12中央部南北畦断面
(西から)

図版第67 内田山遺跡 ・内田山古墳群第6次



図版第68 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(1) S X12東主室内行花文鏡・玉群出土状況(西から)

(2) S X 12東主室内行花文鏡 ・玉群出土状況(北から)



(1)東主室枕石南側の内行花文鏡と
王群(西から)

(2)東主室枕石北側の玉群(西から)

(3) S X12棺内磯床と枕石(東から)

図版第69 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次



図版第70 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(1)西主室と鉄万 ・ヤリガンナ
(北から)

(2)西主室東側枕石(西から)

(3)西主室西側枕石と
西副室内石製紡錘車(東から)



図版第71 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(1)土坑 SK26検出状況(北から)

(2)土坑 SK26(北から)

(3)土坑 SK25(北から)



図版第72 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

(l)SX12墓横断ち割り断面
(西から)

(2) S X12完掘全景(西から)

(①内田山遺跡・内田山古墳群
現地説明会(南から)



G 

。

出土遺物(1)(玉類)

図版第73 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

。



図版第74 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次

2 

3 4 5 

6 7 

出土遺物(2)



図版第75 内田山遺跡・内田山古墳群第 6次
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図版第76 上人ヶ平5号墳

(1)上人ヶ平 5号墳調査前遠景
(南から)

(2)墳丘南部表土除去後全景
(南西から)

(3)墳丘西部裾埴輪破片 ・茸石
検出状況(南西から)



(1)墳頂南東部集石群(東から)

(2)墳頂部中 ・近世墓群検出状況 I
(南西から)

(3)墳頂部中 ・近世墓群検出状況 2

(西から)

図版第77 上人ヶ平 5号墳



図版第78 上人ヶ平5号墳

(1)上人ヶ平 5号墳墳頂部
(南西から)

(2)墳頂部撹乱坑(南西から)

(3)墳頂部撹乱坑(西から)



(1)墳頂部埋葬施設検出状況
(西から)

(2)墳頂部埋葬施設検出状況
(東から)

(3)墳頂部埴輪片検出状況(東から)

図版第79 上人ヶ平5号墳



上人ヶ平5号墳図版第80
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(1)東トレンチ墳丘斜面転落葺石
除去前(東から)

(2)同-転落葺石除去後茸石
基底部 ・埴輪列l(東から)

(3)同 ・転落葺石除去後葺石
基底部 ・埴輪列 2(東から)

図版第81 上人ヶ平 5号墳



図版第82 上人ヶ平5号墳

(1)東トレンチ墳丘裾部南壁断面
(北から)

(2)東ト レンチ周溝東岸部南壁断面
(北から)

(3)東ト レンチ周溝外側埴輪列
(東から)



上人ヶ平 5号墳図版第83
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図版第84 上人ヶ平5号墳

(1)北トレンチ墳丘斜面転落茸石
除去前(北から)

(2)向上転落葺石除去後葺石
基底部 .~直輸JIJ 1 (北から)

(3)向上転落葺石除去後葺石
基底部・埴輪列 2(北から)



(I)上人ヶ平 5号墳造り出し部
(東から)

(2)墳丘西側 2段目テラス埴輪列
(北東から)

(3)造り出し部と墳丘西側 2段目
テラス埴輪列(南東から)

図版第85 上人ヶ平 5号墳



図版第86 上人ヶ平5号墳
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図版第87 上人ヶ平 5号墳
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出土遺物(2)



図版第88 上人ヶ平 5号墳
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